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序文

本書は、平成３年度に大分市教育委員会が実施した賀来中学校遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書

です。

大分市の西部に位置する賀来地区は古来より近接する国指定史跡・豊後国分寺跡をはじめ多くの

遺跡の所在が知られ、随所で発掘調査がおこなわれるなど、これまで不明瞭であった当地域の歴史

像が次第に明らかにされつつあるところであります。

今回発掘調査を実施した賀来中学校遺跡は先の昭和55年の調査により、いちはやく弥生時代の環

濠集落の存在が確認され、遺跡の全容解明が課題とされていたところでありました。そうした中、

今回の調査では環濠集落の範囲の把握について新知見を得ることができたばかりでなく、中世にお

いて当地を本貫としていたと伝えられる賀来氏へのアプローチの可能性を秘めた遺構・遺物を確認

するなど予想以上の成果をあげることができました。

本書に収録されたこれらの資料が学術研究者のみならず、ひろく市民の皆様に利用され、文化財

に対するご理解を深め、さらに郷土の歴史研究に幅広く活用されんことを願うものであります。

本書の発刊にあたり、ご配慮。ご協力頂きました皆様に対し、衷心より謝意を表すとともに、発

掘調査ならびに資料整理にご協力下さいました関係各位に対して心から感謝の意を表す次第であり

ます。

平成４年３月３１日

大分市教育委員会

教育長安東裕



言

１本報告書は大分市大字賀来字門田に所在する遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２発掘調査は大分市教育委員会が調査主体となり、平成３年４月から５月に実施した。

３本書の執筆は秦政博・讃岐和夫・坪根伸也がおこなった。なお、執筆分担は下記の通りである。

第 Ⅵ章秦政博

第ｖ章讃岐和夫

第Ｉ章・第Ⅱ章・第Ⅲ章・第Ⅳ章・第Ｖ章・第Ⅶ章一坪根伸也

４遺構の実測は担当者、および調査補助員がこれにあたり、写真撮影は担当者がおこなった。

５遺物の実測は調査担当者が行い、測野玲子・松村千里・渡辺里美・西嶋スミエ・原田和代・宮

本恭子・三重野八重子。（以上大分市教育委員会社会教育課文化財室）の協力を得た。

６実測図製図は井口あけみ・測野玲子・釘宮香苗が行った。

７遺物整理は渡辺里美・井口あけみ・松村千里・西嶋スミエ・三重野八重子・町田ゆかり・漆間

裕子・浜田貴美子・釘宮香苗（大分市教育委員会社会教育課文化財室）があたった。

８遺物の写真撮影は塔鼻光司がおこなった。

９遺物番号は３ケタの通し番号において表示する。なお、旧調査（昭和55年度）の遺物について

は通常の通し番号において標記する。

１０遺物番号は本文･挿図･図版で一致する。

１１本文中の遺構番号については混乱を避けるため、原則として現場時に使用したものをそのまま

使用している。

・本文中で使用する略号は次の内容を意味する。

ＳＢ－掘立柱建物遺構ＳＥ－井戸遺構Ｄ一土壌墓

ＳＤ－溝状遺構ＳＫ－土壊(坑)状遺構Ｋ一土器棺墓

ＳＨ－竪穴住居跡遺構ＳＸ－柱穴遺構（不明遺構）

１２遺物観察表は以下の記述基準により標記される。

①項目９に準ずる。②挿図番号に一致する。

③項目11に準ずる。④判明する器種について記述する。

⑤胎土中に含まれる混和材について記述する。

⑥径約１ミリのものを細粒とし、それ以下のものを微粒。それ以上のものを小粒として標記する。

⑦色調について記述する。

⑧器面調整について記述する｡複数段で標記されるものは基本的に上位のものが上部調整を示す。

⑨計測可能な各部位のサイズを記入する。復元数値は（）にて表示する。

⑩特記事項について記述する。

１３本書の編集は坪根がおこなった。

例

遺物

番:号

挿図

番号 遺槽名 器種

胎土

混和材 粒子

色調

内面 外面

器面調整

内面 外面

法量

口径 器高 雛
刀
〃
、
己
Ｆ
●
上
争
哩
底径
備考

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑦ ⑧ ⑧ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑩
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第Ｉ章はじめに

１．調査に至る経過

賀来中学校遺跡は大分市大字賀来字門田に所在する。昭和55年の中学校校舎建て替えに際し大分

市教育委員会が調査主体となり、第１次発掘調査を実施した。その結果、弥生時代後期を中心とす

る大規模な環濠集落の存在が明らかとなり、改めて遺跡の重要性が認識されるところとなった。

その後、約10年を経過し、その間にも大分市は東九州の中核都市として着実な発展を遂げてきた。

都市人口も昭和63年には40万人を擁するにいたり、著しい人口増加は都市部近郊をターゲットとす

る大型団地の開発ラッシュに拍車をかける状況を生起する。また、これらに呼応し交通体系の整備

が危急の課題として浮揚し、市内各所において早急なる対処が求められることになる。賀来中学校

遺跡内を貫通する県道大分・挟間線も例外でなく、郊外へぬける主要路線としての重要性が高まり、

交通量の増加はピークに達した。本道はまた、通学路としての機能も担っており、交通量の増加は

児童・生徒の登下校における安全面においても懸念を生じる事態を招いたのである。

以上の状況に鑑み、平成３年度に現状の打開策として中学校西側にバイパスの新設が計画された。

予定ルート上には中学校のプールが所在したため、プールの移転が早速決定され、移転先の試掘確

認調査を平成３年３月28日に実施し、遺跡の存在を確認した。この結果にもとづき平成３年４月１６

日～５月30日の間、約1000㎡について発掘調査をおこなうことになった。調査期間中は、近年にな

い天候不順で、雨天により作業はたびたび中断を余儀なくされ、まさに晴天時を縫うように調査は

進行したが、発掘従事者の皆さんの協力を得て調査はほぼ予定通りに終了した。

２．調査組織

調査主体者大分市教育委員会教育長安東裕

事務局

大分市教育委員会社会教育課

内田悟（大分市教育委員会社会教育課課長）

野尻政文（同上文化財室室長）

秦政博（同上主幹）

佐藤良蔵（同上主査）

佐藤小夜（同上主任）

大分市教育委員会体育保健課

河野信治（大分市教育委員会体育保健課課長）

御手洗史郎（同上庶務係長）

なお、木村幾多郎（大分市歴史資料館館長)、玉永光洋（同学芸調査係長）に調査上のアドバイ

スをいただいた。

－１－



調査作業員

整理作業員

佐藤フキ子・佐藤久子・佐藤ヨシコ・麻生ルミ・麻生雪路・福田アサ子・

福田伸子・猪原リエ・佐藤次男・佐藤チズ子・猪原勝喜・佐藤敦子・小野

淳子・佐藤美智代・三ケ尻トヨ子

井口あけみ・測野玲子・渡辺里美・本室初代・松村千里・西嶋スミエ・原

田和代・宮本恭子・三重野八重子・町田ユカリ・漆間裕子・浜田貴美子・

釘宮香苗（以上大分市教育委員会社会教育課文化財室）

以上の他、発掘調査期間中、高橋徹、綿貫俊一、吉田寛（以上大分県教育庁文化課）の各氏

が来跡され、種々の教示と助言をいただいた。記して感謝の意を表します。

３．調査日誌抄

４月１６日

１７日

１９日

２２日

２５日

３０日

５月９日

１０日

１３日

１４日

２３日

２４日

２７日

２８日

３０日

表土剥ぎの為、重機を投入する。

作業員投入。

遺構検出作業を開始する。

遺構検出状況写真の撮影。遺構の掘り下げを開始する。

１号住居跡をほぼ完掘する。１号溝の一部掘り下げを開始する。

２号溝の掘り下げを開始する。仮ＢＭの設定。

１号溝遺物出土状況写真の撮影準備にかかる。

４号溝の掘り下げを開始する。

５号住居跡の掘り下げを開始する。

６号住居跡の掘り下げを開始する。

５号住居跡の掘り下げをほぼ完了する。

２号溝の本格的な掘り下げ作業に入る。

１号溝遺物出土状況写真の撮影。遺物の図化、取り上げを開始する。

２号溝の掘り下げをほぼ完了する。１号溝の遺物取り上げと並行して１号溝

の本格的な掘り下げを実施する。

荏隈小学校１３０人による現地見学

１号溝の掘り下げを継続実施。全体写真撮影準備

宗方小学校１６０人による現地見学

１号溝の掘り下げを完了する。

全体写真の撮影。

調査資材等の撤収。

－２－



第Ⅱ章遺跡の位置と周辺の遺跡

大分市西部に位徹する賀来地区は、立石1.11を水源とする大分川とその支流賀来川に挟まれた肥沃

な沖積地を中心とする地域に相当し、賀来中学校遺跡はこの二人河川の合流地点に近い微高地ｋに

位i１．iしている。
，砿】〕

遺跡西・北側に展開する低丘陵上では、野田山・圧ノ原・机1帳原遺跡等をI''心に１日石器時代の遺

物が採集されており、古くより当地がﾉＬｌ２活の舞台として利Ⅱ'されていたことを物語る。また、この
dRI型＞ ｉｔI§３＞

丘陵上には縄文遺跡も多数存在し、野IlIlll遺跡、ド黒野遺跡などでは縄文時代早期の遺構・遺物が

確認され、永続的な利川がなされたことを窺い知ることができる。
砿'１＞

稲作農耕導入時期の遺跡としては前述の下黒野遺跡をあげることができよう。ｗｉ遺跡では刻み|｜

突帯文土器とともに丹塗り研磨された壷形上器が共伴出土しており、さらには石庖丁形石器の出土

もみられ、初期稲作農耕存在の可能性を示唆している。

弥生時代後期になるとこの地域も含めた大分市域令体はドラスティックな股開をみせるようにな
細謁）

る。すなわち、環際様の大規模な溝状辿|;剛を有した集滞形成が随所にみられ、遺跡数も前代と比較
Ｈ通６＞ 雌昌７＞

にならない程の増力[l傾向を示すようになる。賀来地域周辺においても、尼ケ城辿跡・雄城台遺跡等
緬昌８＞

にこのような状況がみられる他、低地における僅少例として今121の調査対象である賀来中学校辿跡

に同様の集落形成が

確認されているＯ

ＩＩf戦時代以降、、１１

地域はさらに活況を

呈するようになる。

庄ノ原台地縁辺には

古城時代中期に蓬来
Ｉ雌の

Lll古墳を中心に多く

の高塚古墳が造営さ

れ、当地域を統治す

る一大勢力の存在を

今に伝えている。こ

の情勢は引き続き後

期にも引き継がれた
；雌】Ｏ）

とみられ、丑殿古｣､11、
ＸＩﾖ１１ｺ

千代丸古墳などのiF.;ｉ

塚古墳が永続的に造

営され、その周辺に
Ｉ雌１２＞

は横穴基群が多数分

化するといった様態
第１図賀来中学校遺跡調査地点位置図（1/5000）

－３－



１１１１１３）

が展開する。このような中で千代丸古墳には石棚前面に線亥,,画が施され、古墳時代の終末時期に筑

後川流域との文化接触があった事実が知られ、注目されよう。
、雁１４〕

古代には大分川の形成になる低段丘上を「好所」と定め、「国の華」としての豊後国分寺が造営
駐監１５）

される。これは直線距離３ｋｍを測る国府推定地（｢古国府｣）との大分j,|を中心とする水上交通に

よるアクセスを期待しての選地であったと推定される。
Ｒ王１６＞

中世には賀来荘として賀来氏の本貫地となり、調査地の北方３００ｍには賀来氏の館跡の伝承が今
確１７＞

に残り、現在天満社が鎮座している。当該期の賀来','流域の遺跡のひとつである宮苑遺跡では,3世

紀後半を中心とする館跡が発見されており、豊後における中世居館の構造解明に資する所は大きい

といえよう。

賀来中学校遺跡は大分市大字賀来字門田に所在し、現在遺跡地の大部分は賀来中学校校舎ならび

にグランドとして利用されている。旧古に二大河川によって形成された当地は周囲よりも幾分高位

に位置し、氾濫に対する防備効果は大きく、さらには本支川の交わるところに近接しているという

地理的特性の上からも水上交通の要衝として、非常に有利な地域であったと考えられよう。

註ｌ）「野田山遺跡」大分市教育委員会・三井不動産株式会社１９７９

寄野字下黒野所在遺跡の調

＜表１ 周辺遺

番号 遺跡名 所在地 番号 遺跡名 所在地 番号 遺跡名 所在地

１ 賀来中学校遺跡 大分市大字賀来 ２ 高崎山城跡 大分市解神崎 ３ 金谷迫城跡 紛献軸鎚

４ 宮苑遺跡 大分而大鞘苑 ５ 机帳原遺跡 峨献訓獅 ６ 庄ノ原遺跡 粉献粧/原

７ 中村遺跡 大分市牌鋤 ８ 中尾遺跡 大分市解野田 ９ 国分台遺跡 大分市大字野田

10 植田市遺跡 大分市博玉沢 1１ 豊後国分寺跡 大分市解国分 1２ 雄城台遺跡 大分市博玉沢

1３ 尼ケ城遺跡 大分市博傾 1４ 金谷迫古墳 畑献溌鎚 1５ 千代丸古墳 大分市牌宮苑

1６ 丑殿古墳 大分市大字賀来 1７ 餅田古墳群 大分市祷賀釆 1８ 亀甲山古墳 大肺大字三芳

1９ 古宮古墳 大分市牌三芳 2０ 蓬来山古墳 鋤献祁/原 2１ 田崎古墳群 大分市大字貿来

2２ 深河内古墳群 粉ilijk調11内 2３ 下迫古墳 大分『|汰字市 2４ 虎御前古墳 紛献字7k/上

2５ 漆間古墳 紛市牌ﾎﾉ上 2６ 世利門古墳 矧献社剛 2７ 稲荷古墳 紛献字ﾎﾉ上

2８ 阿部古墳 効ili解ﾎﾉ上 2９ 山伏古墳 粉ilik林/上 3０ 千人塚古墳 紛献fiZﾎﾉ上

3１ 浅草神社古墳 粉ili癖ﾎﾉ上 3２ 御陵古墳 粉ili解ﾎﾉ上 3３ 四本松古墳 粉『吠淋ﾉ上

3４ 中尾古墳 大分il汰字中尾 3５ 井手ノ上古墳 大分ili大字賀釆 3６ 穴蟹喰横穴墓 大分市大字八幡

3７ 蟹喰横穴墓群 大刑汰字神崎 3８ 生石横穴墓群 大ｸ肺大字八幡 3９ 上片面横穴墓 大分市大字賀来

4０ 小野鶴横穴墓群 紛献判'蝿 4１ 高来山横穴墓 大分市解上芹 4２ 高瀬横穴墓群 大分市博高撒

4３ 木ノ上古道石棺 紛市解ﾎﾉ上 4４ 岩崎横穴墓群 大分市大字ﾛ戸 4５ 土肥横穴墓群 紛献字ﾎﾉ上

4６ 志土地横穴墓群 粉献勃〈/上 4７ ﾎﾉ上峠横穴墓群 粉市縛ﾎﾉ上 4８ 漆間横穴墓群 粉献林ﾉ上

4９ 大曽横穴墓群 大分市７k字田原 5０ 小原横穴墓 大分市大字中尾 5１ 餅田横穴墓群 大分市大字貿釆

5２ 岩御堂横穴墓群 大分市牌宮苑 5３ 井手ﾉー ﾋ横穴灘 大肺博賀来



第２図賀来中学校遺跡の位置と周辺の遺跡（1/50000）
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註４）註３に同じ

註５）同様な遺跡例として､下郡遺跡・多武尾遺跡・雄城台遺跡・尼ケ城遺跡・北の崎遺跡等がある。

註６）集落を画する条溺様の溝を伴い､住居内からは方格規矩鏡片が出土している。讃岐和夫「海と里のムラ」「大分市史」

上巻大分市1987

註７）「雄城台遺跡･第８次発掘調査の概要」大分県教育委員会１９８７

註８）昭和54年大分市教育委員会調査･讃岐和夫「海と里のムラ」「大分市史」上巻大分市1987

註９）富来隆・杉崎重臣「蓬来山古墳」「大分市の文化財」第15集大分市教育委員会1975

註10）高橋徹「高塚の始まりとその行方」「大分市史」上巻大分市１９８７

註11）註１０に同じ

註12）周辺には岩御堂横穴墓群をはじめとする多くの横穴墓群が分布する。岩御堂横穴墓群には他所から移設されたと思わ

れる凝灰岩製の家形石棺蓋が安置されている。

註13）装飾古墳の変遷上最終段階に現われるとされる線刻文様を有する古墳は大分県内においては他に国見町･鬼塚古墳､玖

珠町･鬼ケ城古墳が知られているが､当地域にこれらに先行する装飾古墳の系譜はみとめられず､現段階においては筑後

川流域とのなんらかの｢文化接触｣に成立要因を求めるのが妥当であると考える。

註14）「豊後国分寺跡」大分市教育委員会１９７９

註15）古国府地域が古来より国府推定地として有力視され､数次にわたり調査が実施されてきているが､国府に関係すると思

われる遺栂･遺物の発見はいまのところない。

註１６）天満社の境内に「賀来荘地頭賀来氏館跡」銘の石碑が建立されている。

註１７）昭和59年度大分市教育委員会調査

－６－
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第Ⅲ章発掘調査の記録

１調査の概要

調査は平成３年４月16日～同５月30日の間実

施した。

（１）調査区の設定

調査に先がけて、第４図に示すように調査区

の設定をおこなった。まず、任意に基点を設け

南から北へＡ，Ｂ、Ｃ…、西から東へ１，２，

３…と区割りをおこなっている。なお、南北方

向の区割り線は磁北に一致する。

（２）土層

本調査区内には部分的に間層の存在する所も
１０ｍ

認められるものの、基本的にはほぼ第５図に示一

第４図賀来中学校遺跡調査グリッド配置図(1/400）す５つの土層により構成される。

第１層は灰黒色粘質土層である。この層は調査開始直前まで水田として利用された耕作層である。

地点により若干の差異がみられるが、平均層厚14ｃｍを測る。第Ⅱ層は黄茶褐色粘質土である。第

１層直下に均一に存在する。第１層の水田耕作層に伴う水田基盤層、いわゆる水田バンである。第

Ⅲ層は暗茶褐色粘質土層である。平均層厚18ｃｍを測る。第１層に先行する水田耕作土である可能

性を指摘できる。第Ⅳ層は土器小片の二次堆積層である。およそ５ｃｍの厚さで分布する。出土す

る小破片は例外なくローリングを受けており、３ｃｍ角程度の大きさのものが主体を占める。水田

耕地造成時に一括廃棄されたものであろう。第Ｖ層黄褐色粘質土層は本地点の基盤土層をなすもの

である。遺構はすべて本層の上面で検出することができる。無遺物層である。
灰黒色粘質土層(水田耕作土）

黄茶褐色粘質土層(水田バン）

暗茶褐色粘質土層

土器小破片二次堆積層

遺柵検出面

黄褐色粘質土層

（３）調査経過と概要

平成３年３月28日に実施した試掘調査の結果

を踏まえ、同４月16日、重機による表土除去作

業を始めた。表土剥ぎは調査区の西側部分から

開始したが、第Ｖ層黄褐色粘質土層の上面にお

いて、遺構が周囲に連綿と展開する状況が看取

されたため、調査対象範囲の全面の表土を除去

し、遺構の確認をおこなった。遺構はすべて第

Ｖ層上面で確認し、遺構検出後は手掘りによるＩ第５図賀来中学校遺跡基本土層模式図（1/20）

－８－
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掘り下げを順次おこなった。

遺構検出作業の結果、調査区を南～北方向へ斜走する比較的規模の大きな溝状遺構を確認し、そ

の間隙に竪穴住居跡等の遺構が分布するといった状況が認められた。

検出した遺構は弥生時代後期～古墳時代初頭の竪穴住居跡８軒(ＳＨＯ1～08)、弥生時代後期の満

状遺構2条､所産時期の不明な土城18基､中世以降の所産となる溝状遺構2条､井戸跡２基などである。

２遺構と遺物

今回の調査で検出した遺構は、竪穴住居跡８軒、溝状遺構４条、土壌18基、井戸跡２基などであ

る。出土した遺物の内容は縄文時代後期～中世におよぶ。

以下では検出遺構の説明と各遺構の時期決定の指標となる遺物について詳述していく。なお、紙

面の都合等により詳細な記述のできなかった遺物に関しては後出の遺物観察表を参照されたい。

（１）溝状遺構

１号溝（ＳＤＯ１）

調査区の西側角をほぼ南北方向に斜走する溝状遺構である。掘削方向はＮ－８ｏ－Ｗにとっている。

断面形は鈍いＶ字形をなし、内部には多量の土器を内包する。検出面で幅2.23ｍ、現存深度1.02ｍを

測り約15ｍにわたり検出した。出土土器は溝埋土の最下層～上層についてほぼまんべんなく出土する

が、出土量のピークは中隅～上胴下部に認められる。出十十

器の平面分布をみると土器は主として溝の東側から投棄された

ような傾向を示しており、溝埋土の同一レベル面に云様に出土

するのではなく、あたかも単位ブロックを形成しているような

出土状態を示している。また、出土土器はローリング等を受け

た痕跡はなく溝内の堆積士屑中にもラミナ等の水性作用の所産

となる堆積は認められず、溝機能時あるいは埋没過程中におい

て流水等の自然営力が介在したという物証を今回の調査結果

からは提示することはできなかつ

写真１ＳＤＯ１遺物出土状況

た。溝土層断面の観察からは市内一撹乱±層 Ｌ＝16.30ｍ

識菖１＞

多武尾遺跡において確認されてい

るような内堤存在の物証もまた得

られていない。
Ｉ灰褐色土層

（多量に土
出土土器は饗i形土器を主体とし、Ⅱ暗茶褐色土

粒を含む鉄

壷形土器､鉢形土器､高坪形土器、ｍ職菟
甑形土器、ミニチュア土器等がみⅣ灰褐色シル

られる。

卜質士胴

－１０－

ﾛロ

第７図ＳＤＯ１土層断面図（1/40）
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第９図ＳＤＯ１出土遺物①（1/4）
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第20図ＳＤＯ１出土遺物⑫（1/4）

謹形土器（第９図～第15図）

遺存率の高い40点について図化をおこない掲載している。

出土している謹形土器は胴上半～口縁部の形態によって以下の４類に分類することができる。

Ｉ類肩部から口縁部にいたる境界付近に特徴的な様態を示す。

くびれ気味に内湾する胴上半から口縁部は大きく外反し、口縁部外面はていねいなヨコナデ調

整により仕上げられる。このため胴上半と口縁部の境には段が形成され、内面の同部位にも比

較的明瞭な稜線が認められる｡胴部はあまり張らず､直線的に底部にいたる。

Ⅱ類胴部のほぼ中位に最大径をもち､口径が胴部最大径と同程度あるいは口径が胴部最大径を上回る。

Ⅲ類基本的な形状はⅡ類に類似し、口縁直下に一条の三角突帯を貼付する。

Ⅳ類胴部のほぼ中位に最大径をもち、胴部最大径が口径を上回る。

これらの形態を有する喪形土器がいかなる型式をもって存在していたのかについては後章におい

て検討する。
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第22図ＳＤＯ１出土遺物⑭（1/4）
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高杯形土器（第26図）

高杯の出土量は他の器種に比して少ない。坪部は段を有し外方へ大きく展開するもの(082.083.0

84)がみられ、脚部では段をもたずストレートに脚裾部にいたるものが出土している。脚には例外

なく円形の透かし穴が穿孔され、赤色顔料により塗彩される。

057

壷形土器には複合口縁部をもつ所謂｜安国寺式」の系統に連なるもの（Ｉ類）と長胴卵形を呈す

る胴部に短く外反、ないしは内湾気味に外方へ開くもの（Ⅱ類)、球形をした胴部に外方へ大きく

開く短口縁をもつもの（Ⅲ類）の３つに大別することができる。

壷Ｉ類には頚部に一条の三角突帯または刻み目突帯を、胴部に２～３条の三角突帯を巡らすもの

が多く（Ｉａ類)、胴部に突帯を有しないもの（Ｉｂ類）の出土点数を大きく上回っている。同類

(Ｉａ類）の大型壷には頚部の突帯に付帯して勾玉状の浮文を貼付する例が多い。

壷形土器（第16図～第23図）

壷形土器には複合口縁部をもつ所謂「安国寺式」の系統に連なるもの（Ｉ類）

鉢形土器（第２４．２５．２８図）

基本的には底部の形態により３種に分類することができる。安定した平底を呈するもの（’類）

と外方へ張り出す脚様の底部を有するもの（Ⅱ類)。丸底を呈し底部から口縁部へ直線的に開くも

の（Ⅲ類）があり、０68のように全面に赤色塗彩を施したものも少なからず認められる。
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甑形土器（第27図）

甑形土器が比較的数多く確認できることも、本溝出土資料の特徴のひとつになっている。器高１２

～15ｃｍ程度のものが主体を占め、口縁部の様態により以下の３類に分類することができる。

ａ類一口縁部分に橋状の把手を有するもの（085）

ｂ類一穿孔を有するもの（086～090.094）

ｃ類一ヨコナデなどで仕上げ、なんら加工・造形を加えないもの(091）

底部の穿孔はすべて焼成前に行われている。
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第23図ＳＤＯ１出土遺物⑮（1/4）
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第24図ＳＤＯ１出土遺物⑯（1/4）
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第25図ＳＤＯ１出土遺物⑰（1/4）

ミニチュア土器（第28図）

鉢．翌・壷などを模倣したとおもわれるミニチュア土器が出土している。101は複合口縁を有す

る壷形土器を模したミニチュア土器である。口縁端部、胴下半は欠損する。096は饗形土器を模倣

したと思われるミニチュア土器である。口縁端部を僅かに欠くがほぼ完存する。底部は不明瞭なが

ら平底を呈し、当該時期の土器の特徴をよく表現している。
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第26図ＳＤＯ１出土遺物⑱（1/4）
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第27図ＳＤＯ１出土遺物⑲（1/4）
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２号溝（ＳＤＯ２）

今回の調査区内の南角から北方向へ延び、両端はさらに調査区外へ展開する。検出面での幅4.28

ｍ、底面幅2.96ｍ、深さ0.8ｍを測り、断面形は整美な梯形を呈する。

第29図には土層断面図を示している。２号溝は１号井戸（ＳＥＯｌ）と切り合い関係を有し、１

号井戸→２号溝の構築順位を知ることができる。溝埋土は大きく３層に大別でき、上部層から順に

上層・中層・下層として遺物の取り上げをおこなった。また、溝底面に相当する部分にはliYi状に鉄

分の固着がみられ、溝機能時に滞水のあった可能性を示唆している。護岸施設等は確認されていな

い。検出長23ｍを測り、溝内部からは弥生土器片、完存品を含む土師器、輸入陶磁器片、陶器ﾊ.、

五輪塔片の出土が認められた。

第28図ＳＤＯ１出土遺物⑳（1/4）
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土師質土器（第30図）

溝内堆積土層上層～下層の各層から完存品を含む数点の土師質土器の出土が認められる。法騒の

上では杯と小皿に対応する大小二種がみられ、それぞれに分類可能な数形態の内容を有している。

溝底面に密着状態で出土した数点を除き､大部分は溝埋土中において散発的な出土状況を示す。溝

底面から出土する土師質土器はいずれも西壁に近接する地点において確認されている。

中世陶器（第31図）

137は溝内堆積土層の中層内から出土した中世陶器である。僅かに一部を欠くが、ほぼ完形品に

復元することができた。内・外面とも淡黄褐色を呈し、器表面には輪積痕が明瞭に残る。また、外

面の胴下部には格子目様の叩き痕が認められる。口径25.6ｃｍ、底径18.0ｃｍ、器高32.1ｃｍを測る。

当遺物の生産地等を含めた詳細については他に類例を求めることができず現段階では不明である。

土錘（第32図）

138は２号溝（SDO2）埋土最下層上部から出土した土錘である。製作に際しては精製土を使用し、

胎土内には黒ウンモの微粒を少量含む。淡茶褐色を呈し、現存重量,49を測る。

輸入陶磁器（第33図）

輸入陶磁器は土師質土器同様各層より散発的に出土する。出土量は概して少ない。輸入陶磁器

は６点を図化し、掲載した。143はいわゆる玉縁状の口縁を呈する白磁碗の口縁部である。144は龍

泉窯系の青磁碗である。器外壁に錦入りの複弁を彫刻する。145は青磁平底皿の底部破片である。

内面見込み部分に櫛描を主体とする文様を施す。同安窯系のものと思われる。

’昭茶褐色
Ⅱ淡晒茶痴

、瓜茶褐色

1Ｖ灰茶褐色

Ｖ灰茶褐色
り多く念

Ⅵ灰白色シ

Ⅶ鴎灰白色

蘭灰白色シ

粘性はほ

Ⅸ濃茶掲色

られる）

．Ｘ灰白色シルト質土圃（径５～１ミリ租度
の小砂レキを含む）

L＝16.30ｍ

第29図ＳＤＯ２・SEO1土層断面実測図（1/40）
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第30図ＳＤＯ２出土遺物①（1/3）
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五輪塔（第34図）

五輪塔片は４点確認した。すなわち、

水輪３点、火輪1点であり、すべて凝

灰岩製である。また、水輪３点のうち

の1点(149)には四面に掩字が刻まれ

る。Ａは釈迦如来を示す覚字「バク」、

Ｂは金剛界大日如来を示す覚字「バン｣、

Ｃは風天を表す焚字「バー｣、Ｄは水
；窪３＞

天を示すjｉｆ字「（」と思われる。すべ

て溝内堆積土・中層から出土している。

註ｌ）「多武尾遺跡調査概観」大分市教育

委貝会１９８２

縦２）帰腿時期を含めた分類検討は後荒におい

ておこなう。

註３）利光明氏の教示による。

第31図ＳＤＯ２出土遺物２、（1/4）

宝グノ140 、：｜：鋪

剛
亭霊蝋

第32図ＳＤＯ２出土遺物③（1/3）
一

第33図ＳＤＯ２出土遺物④（1/3）

表２五輪塔法量表

図版 法量（単位c､） 騨溌

種別 石質

M
凸撹P

備 考
番号 ａ ｂ Ｃ ． ｅ ｆ ９ ｈ １ Ｉ ｋ Ｉ I、

１４６ 21.212.8 5.2 1.2 5.0 3.6 5.64.0 14.41０．４ 11.630.833.2 火輪 凝灰淵

147 34.017.2 4.0 3.2 18.010.8 11.220.834.8 水輪 凝灰淵

１４８ 32.415.6 6.8 3.6 18.0 9.2 16.422.035.6 水輪 凝灰端

１４９ 29.215.2 0.8 1.6 3.6 15.61１．２ 8.4 1０．８ 16.032.8 水輪 凝灰群 覚字

－３５－

''１４３

診一

１４５
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第34図ＳＤＯ２出土遺物⑤（1/10）

第35図五輪塔計測点凡例
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墓蕊一一，

４号溝（ＳＤＯ４）

調査区のほぼ中央を東西方向に横走する溝状遺構である。東側部分

検出面での幅1.52ｍ、深さ1.3ｍを測り溝断面形は鋭角

なＶ字形を呈している。

豊繍噸鰯藍繍_蕊
程度である。図化可能な遺物は少なく、僅かに６点を図

化し掲載した。150はかすかに平坦面を残す土器底部破

片である。現状では壷、喪いずれのものであるのかは確

定しがたい。第Ⅳ層中から出土した。151～153は所謂ミ第ミ
ニチュア土器である。

153は壷形土器を模倣

縦繍Ｊ三三惹覗
平底を意識して製作さ

れている。

第37図ＳＤ

東側部分は２号溝により切られている。

第36図ＳＤＯ４土層断面実測図（1/40）

－３７－

Ｉ灰褐色土庖（少量の
カーボン粒を含む）
Ⅱ鯖灰褐色土眉
、灰茶褐色土居（焼土・
カーボン粒を少量含

ＩＩ
一
Ｆ

１号土壌（SKO1）

Ｃｌ区、２号住居跡検出面において確認した。平面形は径0.44ｍ測る円形を呈し、現存深度0.12ｍ

を有する。埋土は淡黒色土層と淡茶褐色土層の上下２層に分層することができ、埋土内より喪底部
且正１〕

破片（誕底部Ｃ類）１点と壷胴部突帯片１点が出土している。いずれも摩滅が著しい。

Ⅱ。

ⅢⅢ
一
Ⅳ

む）
Ⅳ灰褐色シルト
Ｖ灰茶褐色シル
ⅥＶ＋黄褐色土
ⅦⅥ．↓･灰色シル
の浬士画

質土層
卜質土履
の混士画
卜賀土

Ⅳ
Ｖ

／

Ⅵ

３号溝（ＳＤＯ３）

調査区北側において約11.5ｍにわたり検出している。西側半分は調査区外に相当するため今回の

調査結果からはその規模を推定することは難しいが、試掘調査時のデータによってその規模を復元

すると、幅0.4ｍ、深さ0.07ｍを測る。溝内部には拳大の喋を少量内包する。

出土遺物は概して少ない。須恵器、土師器の小片が出土している。また、土師質の高台を有する

土器微細片が１点出土しており、本溝の帰属年代が歴史時代以降であることを示している。

２号土塘（SKO2）

Cl区において約1/4を検出した。１号土壊、２号住居跡と切り合い関係を有する。構築順位は２

第37図ＳＤＯ４出土遺物（1/4）

（２）土壌（ＳＫ）

今回の調査においては、１８基の土城を確認した。いずれも遺存状況が悪く、内包する遺物も小片

のみの出土であり、各土城の帰属年代、性格等を示すような状況は認められない。以下に主要な土

壌の概要と出土遺物について記述する。

一一

匙汐
１ 152

３０



号住居跡→２号土城→１号土城である。現存深度約0.1ｍを測り、淡茶褐色土を埋土とする。

出土遺物にはＩａ類壷形土器の肩部破片と３片の弥生土器破片（部位不明）が出土している。い

ずれも破片摩滅が著しい。

４号土塘（SKO4）

Ｃ２区において確認した楕円型プランを呈する土壌である。長軸径0.89ｍを測り現存深度0.12ｍを

有する。埋土は第１層黄茶褐色土と灰褐色土の混土層、第Ⅱ層暗茶褐色土層の２つの層に分層する

ことができる。
姓２＞

埋土内から壷底部破片（壷底部Ｄ類）の他、３点の弥生土器破片が出土している。

５号土壌（SKO5）

Ｃ３区において検出した長楕円形を呈する土城である。埋土は淡茶褐色土層と暗褐色土層の上下

2層からなる。埋土内より摩滅した弥生土器小片２点が出土している。

６号土塘（SKO6）

Ｄ２区において検出した楕円形を呈する土城である。長軸の長さ0.7ｍを測る｡埋土は淡茶褐色土層、

暗褐色土層の上下２層からなる。
江整３）

埋十ヒヒ層から饗底部破片（喪底部Ａ類）１点の他、２点の弥生土器破片が出土している。いずれ

も摩滅が著しい。

７号土塘（SKO7）

Ｄ２区、１号溝検出面上面において確認した土壌である。現存深度約0.1ｍを測る。切り合い関係

から１号溝より後出する事実を捕捉することができる。

土壌埋土内より複合口縁壷の口縁部小破片の他、１０片程度の弥生土器小片が出土している。

８号土塘（SKO8）

長径1.3ｍ、短径0.85ｍを測る不定円形プランを呈する土壊である。Ｅ４区において検出した。現

存深度約0.05ｍを測る。淡茶褐色土層を埋土とする。

遺物の出土は認められない。

９号土塘（SKO9）

約0.2ｍの深度を有する円形土壌である。Ｇ４区において検出した。淡黒褐色土層を埋土とする。

埋土中からは部位の不明な弥生土器小破片９片が出土している。いずれも摩滅が著しい。

註l）第Ⅳ章参照

註2）第Ⅳ章参照

註3）第Ⅳ章参照

－３８－



（３）住居跡（ＳＨ）

8軒の竪穴住居跡を検出した。

Ｉ

1号溝（SDO1）

一声了、

1翰一
○

－ー

Ｉ

ソ
＝16.43ｍ

１号住居跡（SHO1）

Ｃ２区において確認。４ｍ×4.21ｍ、壁高０．１２

ｍの規模を有し、平面プランは隅丸方形を呈す

る。床面中央部に径1.28ｍの土壌を配し土城内

北側には焼土塊を確認することができる。本住

居跡は前述の１号溝（ＳＤＯｌ）の埋絶後に構

築されており、住居床面に溝埋土が露呈する。

主柱は４本認められ、壁溝等の施設は確認され

ない。また、1号溝埋土に相当する住居床部分

は僅かに窪んでおり、溝埋没後、それほど時を

経ぬ段階で本住居跡が構築されたことを物語っ

ている。

住居埋土内に少量の土器破片を内包する。１５４

2ｍＯｚＩ

ー－－言

第38図ＳＨＯ1平面･断面実測図（1/80）

は喪の口縁部である。内・外面とも淡黄褐色を呈し、胎土内には細砂粒を包含する。163は弧の底

部と思われる。粘土の貼りつけによる「ハ」の字状にひらいた上げ底を呈する。外面・淡赤褐色、

内面・淡灰黒色を呈する。推定底径の約１/2が遺存する。167は壷の底部破片である。立ち上がりの

稜線が不明瞭な不安定な平底を呈する。168は163と同様粘土貼りつけによる上げ底状を呈する底部

である。外面・赤褐色、内面・淡黄褐色を呈す

る。172はぼ完形に復元できた喪形土器である。

外面・淡赤褐色、内面・淡灰褐色を呈する。器

外面には帯状に煤の付着が認められる。この土

器は既往の編年観に従えば、豊後編年の第Ⅲ期

(後期後葉）に相当し、当住居跡の帰属年代もほ

ぼこの時期と考えられよう。173は砂岩製の砥石

である。欠損部以外のすべての面に使用痕が認

められる。

２号住居跡（SHO2）

１号住居跡の西側、Ｃｌ区において住居コーナー

を検出しているｏ平面プランは方形を呈すると

考えられ、現状での壁高0.07ｍを測る。コーナー

付近に主柱と考えられる約30ｃｍの深さを有する

柱穴を検出しており、４本柱であったと推定さ

－３９－
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れる。ＳＫＯ１・ＳＫＯ２と切り合い関係をもち、

当住居埋没後に両者が掘り込まれている。

住居埋土中からは土器細片が少量出土してい

るが、図化可能なものはなく、住居の帰属時期

の特定はおこなえない。

３号住居跡（SHO3）

Ｃ３区において住居コーナー部分を確認。大部

分は２号溝により切られており消失している。

主柱穴の１つと思われる柱穴を検出しており、

柱穴の検出位置から４本柱であったと推定され

る。現状での壁高0.09ｍを測り、遺存状況は良

好とは言えない。

土器の微細片が少量出土しているが、図化可能な

遺物の出土はない。

４号住居跡（SHO4）

Ｅ６区において一部分を検出。西側部分を２号溝に

よって切られている。住居の約1/4について調査をお

こなったが出土遺物の量は概して少なく厳密な時期

の特定は難しい。床面において柱穴２を確認してい

る。

Pq

L』

02）

＝16.60ｍ

2ｍ
－

第40図ＳＨＯ3平面・断面実測図（1/80）
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第41図ＳＨＯ4平面・断面実測図（1/80）
５号住居跡（SHO5）

調査区のほぼ中央に位置し、北側部分は４号溝によっ

て切られている。壁高0.09ｍを測り、遺存状態は悪い。て切られている。壁高0.09ｍを測り、遺存状態は悪い。主柱と考えられる柱穴２を確認しており、こ

れらの検出位置から主柱は４本であったと推定される。柱間2.6ｍを測り､南側に配置されるであろう

柱穴間に小土塘を検出した。大部分は４号溝により切られているため規模等の詳細については不明で

あるが、深さ0.14ｍを測り内部には灰層を認めることができる。住居のほぼ中央床面において若干量

の遺物が出土した。156は弧形土器の口縁部片である。内・外面とも淡黄褐色を呈する。ヘラケズリ

などの新出の調整要素はみられないものの、他遺構出土土器に比して器壁が薄く、趣を異にする。

164.165は饗の底部と考えられる。両方とも粘土の貼りつけにより底部を創出しているが、164は上

げ底状に、165は平底に仕上げている。いずれの個体もローリングを受けている。166は低平な脚を貼

付した底部破片である。鉢形土器の底部と思われる。169は壷形土器の底部である。先述の１号溝出

土土器分類の壷Ⅲ類の底部に類似する。外面は赤色の顔料により塗彩され、内面は淡黄褐色を呈す

る。171は劉形土器の底部破片である。内・外面ともに淡灰褐色を呈する。５号住居跡には他に実測

－４０－
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６号住居跡（SHO6）

５号住居跡の西側に位置し、東側壁面を５号住居跡により切られている。主柱は４本であり、床

面中央北寄りに炉跡を認知することができる。床面直上において、喪、甑等の出土がみられ、所属

時期の特定に際し有力な資料となる。西側角を１号溝によって切られる。155は変形土器の口縁部

である。内面には比較的明瞭な稜線を有し、鋭角に「く」字状に外方へ展開する口縁部を有する。

内・外面とも淡赤褐色を呈し、口縁端部を丸くおさめる。157.159は喪形土器の口縁部である。い

ずれも肩が張り、１号溝出土土器中大きな割合を占める長胴形を呈する謹形土器とは形態上大きく

異なる。調整に関してもヘラケズリなどの新来の技術導入は認知されないものの、器壁は他の個体

に比して薄く仕上げられる。157.159とも内・外面とも淡黄褐色を呈する。160は喪形土器の口縁部

破片である。内・外面とも淡赤褐色を呈し、胎土中には石英、黒ウンモ粒を内包する。161は高坪

の脚部破片である。約1/2遺存しており、内・外面とも淡黄褐色を呈している。170は甑形土器であ

る。口径13ｃｍ、器高9.4ｃｍ、穿孔径1.3ｃｍを測る完形品である。穿孔は焼成前におこなわれており、

ｏ’

《」
Ｑ》

《」

、

、 侭

Iま不可能であったが、器壁の非常に薄い丸底の土器破片の出土もみられ、多分に新出の要素を具備し

ている。本住居跡の帰属年代は出土遺物に時期比定の決め手がなく特定することはできないがその諸

相、ならびに切り合い関係を有する６号住居跡との関連から現行においては弥生時代後期終末～古墳

時代初頭の時期幅の中で理解しておきたい。

．

－４１－
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内底面Iこはへう状工具による調整痕が放射状に残る。住居床面直上に倒立状態で出土した。

以上が出土遺物の概要であるが、157.159に象徴されるように喪形土器の形態的特徴に新出の要

素を散見することができ、明らかに１号溝に後出する時期の所産と判断できる。帰属時期の厳密な

特定は資料の制約から困難であるが、以上の状況等を勘案すれば、弥生時代後期終末期～古墳時代

初頭の可能性を指摘できよう。

７号住居跡（SHO7）

Ｄ３区に位置する。今回検出した住居跡中で最も遺存状況の良くない住居跡であり、僅かに住居

コーナーの一部を確認できる程度である。壁高0.04ｍを測り、遺物の出土も殆ど認められない。

８号住居跡（SHO8）

４号溝の南側に位置する（E4区)。壁高0.05ｍを測る小型の住居跡である。床面において確認で

きる柱穴の配置から主柱は４本であったと思われる。炉跡、壁溝、土壊等の住居付帯施設は確認で

きない。

－４２－
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（４）井戸跡

１号井戸（SEO1）

0.8ｍ×1.08＋αｍを測る方形の掘り方を有す。約

50％について調査を実施しており底面まで完掘した。

土層の観察の結果、埋土の両端に土層の乱れが確認

されることから、井戸側等の施設の存在を想起する

ことができ、溝廃絶時、あるいは２号溝構築時期に

Ｉ

１

群神露呼嘩…9響圭内姪は土師…Ｌ－－－－§f，
器小片が少量出土した他、１２～13世紀に比定される第44図住居跡(SH)出土遺物②（1/2）
磁器小片1点が出土しており、２号溝の築造時期を

当該期以前に帰属することはできないことを示唆している０

２号井戸（SEO2）

Ｃｌ区において検出した井戸跡である。調査開始時、ＳＫＯ３としていたものであるが、調査の進

展に伴い井戸跡と判明したため、呼称を変更した。平面形は径約0.6ｍを測り円形をなす。検出面

からおよそ1.5ｍ掘り下げたが底面に到達していない。壁面はほぼ垂直に立ち上がり、地中から移

しい量の湧水が認められる。埋土内からは著しい摩滅痕をもつ弥生土器小片（部位不明)、内．外

面にタタキ目痕をもつ須恵器壷胴部の小破片の他、糸切り痕を底部に有する土師質土器(114)がｌ
Ⅲ王ｌ）

点出土している。この土師質土器の形態・法量とも２号溝出土土師器小皿分類のＣ類に類似してお

り、本井戸跡は２号溝と大差ない時期に機能していた可能性を指摘できよう。

註l）第Ⅳ章参照

（５）その他の遺物

上記の遺構に帰属する遺物以外に、，号溝埋土内から２点

の縄文土器が出土している。

174は内・外面とも淡黄褐色を呈する縄文土器の胴部破片

である。胎土中には角閃石・細砂粒を多量に含む。断面Ｕ字

形の工具によって施紋された沈線４条を確認することができ

る。縄文時代後期の所産か。175は深鉢形土器の底部である。

色調は淡茶褐色を呈し、胎土中には細砂粒を多量に包含する。

底部の形態的な特徴から縄文晩期の所産になるものと判断さ

れる。

－４４－
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察表①

4５

表３遺物観

醗
需
挿図

番号

趣
雌
率

藩
圏

胎土

混和材 粒子

色 調

内面 外面

器面調整

内面 外面

法量（函）

口径 器高
露

》
鋼
底径
倒考

001 ９ ＳＤＯ１ 受 ンそ 細粒

後茶褐色

イ

楼灰胤色

接赤褐色

Ｉ

淡茶褐色

ヨコナデ ヨコナデ 19.8 20.5 底儲欠禍

002 ９ ＳＤＯ１ 受

金ウンモ

綱砂粒

Ⅲウンモ

細粒 楼柴褐色

淡償褐色

イ

淡茶褐色

ヨコナデ

指オサエ

ヨコナデ

指オサエ
199 19.6

口杜部約12欠禍

底部欠禍

003 ９ ＳＤＯ１ 奥 ンそ 靭粒 淡黄褐色

淡１Ｍ色

Ｉ

機関則色

ヨコナデ
ヨコナデ

ハケナデ
27.3 4０ 28.8 3.0 口絃部の一部と関脇の一節を欠く

004 ９ ＳＤＯｌ 聾 ｝Mウンモ 細粒 淡簡色 淡関色

ヨコナデ

ナデ

ケズリ風ﾅデ

ヨコナデ

ハケナデ
18.9 3６ 22.6 2,2 口緑部約１/2欠禍

005 １０ SＤＯ１ 斑 金ウンモ 細粒 淡蘭褐色 淡関棚色

ヨコナデ

指オサエ

ハケ目

ヨコナデ

指ｵサエ
26.4

ハケＨ（4～6本/CD）

胴約l/4MW［胴郁l:半完存

006 １０ SＤＯ１ 竪
M{ウンモ

網砂軸
細粒 岬雌
淡烈色

機黄繋褐色

ヨコナデ

指オサエ

ナデ

ヨコナデ

ハケナデ？
2８．４ 47.4 3.8

風化のため闘整の詳細不明

口縁部もほぼ完存

００７ 1１ SＤＯ１ 更 川ウンモ 細粒

淡肌褐色

Ｉ

後閃褐色

郷Ｍ褐色
イ

楼黄褐色

一
プ
エ
ー
テ

ナ
サ
ナ

コ
オ
ケ

ョ
指
ハ

ヨコナデ

ハケナデ
18.6 16.5

ﾊケナデ（3～5本/cﾛ）

底舗一部欠悩

ベルト状煤{･増

008 1１ SＤＯ１ 畳
M(ウンモ

砂粒
細粒

鱗茶褐色

イ

楼肌色

赤褐色
イ

淡築褐色

ヨコナデ

指オサェ

ナデ

《
ア
ー
ァ

ナ
ナ
コ
具
ヨ
エ

(18.4） 36.6 21.3 1.6 口杜部18残存

009 1１ SＤＯ１ 受
角閃石

石英粒
微粒

胤色

イ

楼柴褐色

後黄褐色

イ

接赤褐色

ヨコナデ

指オサエ

ナデ

『
ア
エ
ー
ア

ナ
サ
ナ

コ
オ
テ

ョ
指
夕

(23.0） 44.9 (27.7） 2０．５

口雌部約１３残存屑協約12残存

底稲欠拙

煤の｛､掴

０１０ １１ SＤＯＩ 受 角閃石 網粒 淡関出色

淡蘭白色

ｌ

淡赤出色

ハケ目

ヨコナデ

ﾐがｷi鐙デ

指オサエ

ヨコナデ

ハケ目

21.4 20.4
ハケ目（8～10本国）

底部欠損

０１１ 1２ SＤＯｌ 畳
石英粒

網砂粒
網輸 楼赤褐色 機赤褐色

ヨコナデ

指オサエ

ミガキ風ﾅヂ

ﾀﾁ縮唄ﾅデ

ナデ

219 33.5 21.3 3.0
完形品煤の1,1首

風化のため凋整の群縞不明

012 １２ ＳＤＯｌ 聾

石英粒

Ⅲウンモ粒

砂粒

細粒 機灰M(色

淡赤褐色

１

機褐色

ヨコナデ

指ｵｻｴ

ハケ目

指ｵｻｴ

ﾀﾃﾊｹ目

ハケ目

(19.6） 21.3

ハケＨ（4～6本/cﾛ･8～１０本/四・10～11本

、）

口緑部約2/5残存嗣部完存底部欠損

013 １２ ＳＤＯ１ 聾 M1ウンモ粒 細粒 淡幽褐色 楼貰褐色

一
ア
エ
ー
ア

ナ
サ
ナ

コ
オ
凹
畏

ョ
術
工

ヨコナデ

ハケ目

ナデ

32.6
ハケ目（10～１１本/画）

口靴鮒約l/2残存

014 1２ ＳＤＯ１ 狸

、閃府

細砂粒

(鯉画靭K）

細粒 淡蘭白色

淡髄白色
Ｉ

淡赤褐色

一
テ
『
プ

ー
ナ
凹
回
．
ナ

コ
ヶ
具

ヨ
ハ
エ

ヨコナデ

指オサエ
18-0 31.6 19,9

ハケＨ（8～11本/画）底部粘土貼り付け

完形

風化のため鮮細不明

０１５ 1３ ＳＤＯ１ 受 ンそ 細粒 淡闘褐色 淡闘褐色
一
丁
エ

ナ
サ

汁
″
一
ナ
ー
オ

ハ
ナ
指

タテハケ

ナデ
21.2 33.9 20.5 3.4

口紐部約1/5欠禍

煤の{･崎

016 1３ ＳＤＯ１ 昼
角閃禍

砂粒
網粒
淡蘭檀色

淡関褐色
淡蘭檀色

ナデ

術オサェ

エ具ナデ

工具ナデ

ナデ
17.9 35.1 20.7 1.8 煤の付箇（淡灰１Ｍ色）

017 1３ SＤＯｌ 受
行英

角閃石
微粒 謡M雛

後蘭暗褐色

蹄灰色

ナデ

桁オサエ

ハケナデ

ナデ
(21.2） 38.5 (24.0）

煤の{､焔

風化のため凋整不詳

018 1３ SＤＯｌ 奥 M{ウンモ 微粒
淡灰褐色

楼茶褐色

後灰１Ｍ色

淡蘭褐色

ナデ

－篭ハケナデ

指ｵサェ

ハヶナデ

ナデ
19.8 36.3 230 3.2

煤の｛･慣

ハケ月（4～6本国）

019 1４ SＤＯｌ 喪
阿閃ｲLｉ

肌ウンモ
微粒

接茶褐色

ｌ

擾胤Ⅲ色

楼茶褐色
ナデ

指オサェ

エ具ナデ

指オサエ
17.4 口緑部一記欠禍屑記上半一部欠損

020 1４ SＤＯｌ 受 M(ウンモ 細粒 楼柴褐色
後茶褐色

淡肌細色

ナデ

ハケナデ

脂オサエ

ハケナデ

ナデ
18.4 (19.5） 口職郎1/２，屑部上半1/2残存



表４遺物観察表②

4６

趣
語
緬
雷

睡
雌
魂

軍令担詞

壷甲。

胎 土

混和材 粒子

色 圏

内面 外面

器面閣整

内面 外面

法量（画）

口径 認高 塞
臨風
塵径
闘 考

021 1４ SＤＯ１ 喪
ウンモ

角閃石
微粒
淡閃灰色

淡閃白色

淡珊炎褐色

淡閃集褐色

ナデ

術ｵサェ
ナデ

工具ナデ
(26.5） 48.0 31.5

口輝部23欠掴

煤の付肴

022 1４ SＤＯ１ 蔓 熱ウンモ 細粒 淡纂棚色 淡赤褐色

ナデ

ハケナデ

指オサエ

ナデ

ハケ目
19.2 38‘５ 212 1.9

口緑部１３．胴部~庇部13欠損

ハケトＩ（4～6本国）

023 1５ SＤＯ１ 聾 角閃石 微粒 淡関糊色 淡簡冊色
ナデ

術ｵサェ

ヨコナデ

ハケナデ

指オサエ

21.2

胴下半欠柵

口緑､'約1/4欠禍

赤色撚彩

024 1５ ＳＤＯ１ 喪 角閃石 細粒 後脚測色 附帯褐色
ヨコナデ

ーL具ナデ

ヨコナデ

ハケナデ
18.5

口壮部”３残存

煤の｛･増

025 1５ ＳＤＯｌ 喪
剛ウンモ

長石
細粒 淡』蝶褐色 淡纂出色

一
テ
一
ア
エ

ナ
ナ
サ

コ
ケ
〃
オ

ヨ
ハ
姥
胴

ヨコナデ

ハケ目

指オサエ

18.5
口緑部一部欠損

ハケトＩ（１０～12本国）

026 １５ ＳＤＯＩ 喪 肌ウンモ 網粒 後関白色 淡関白色

一
ア
ー
ア
ー
ア

ナ
ナ
ナ

コ
ケ
ラ

ヨ
ハ
ヘ

ヨコナデ

ハケナデ
19.7 口緑部わずかに欠禍

027 １５ ＳＤＯｌ 喪 角閃石 微粒 後j職出色 後黄褐色
ナデ

指オサエ

ハケナデ

ナデ
16.7 24.9 (16.3） ２３

胴部２３欠損

煤の

028 1５ ＳＤＯ１ 蔓 角閃禍 細粒
機関蝿色

淡肌色

淡質褐色

横川色

ナデ

術オサェ

ー'二具ナデ

ナデ

ハケナデ

ﾐガキ

(18.0） 21.6 17.7 3.1

嗣上半欠禍・口縁部約１１０残存

風化のため調整の排紬不詳

赤幽撰＃

029 1６ ＳＤＯ１ 喪
照ウンモ

艮渦
網粒
淡関褐色

機１Ｍ世
淡関褐色

ヨコナデ

指オサエ

一
ア
一
ア

ナ
ナ

ー
プ
コ

ヘ
ヨ

17.6

Ｉ】峰I剛力3'５映廊

単位１０錘の櫛描波状文雀２段施文（左ま

わりに施文）

勾Ｋ状浮文雀貼付〔欠楓Ｌているため１ケ

所だ⑱5,,患）

030 1６ ＳＤＯ１ 聾

及石

鼎ウンモ

金ウンモ

細粒 機戯白色 淡関白色
ヨコナデ

術オサェ

ヨコナデ

指オサエ
15.8 櫛描波状文を施文(風化のため酬確でない：

031 1６ SＤＯｌ 喪 熱ウンモ 剛粒 淡映'21世 淡関白色
ナデ

術オサエ

ヨコナデ

ーL具ナデ

ハケ目

12.8 53.2 31.5 4.3

底部完押・kIW酌1/3残存

曲水波状文・小波波状文を施文（111位不Jりり

勾・K状浮文2個残秤。ハケ回（5～6本/函)．

赤色塗彩

032 1６ SＤＯ１ 喪
肌ウンモ

及石
細粒 後茶褐色 後茶褐色

ナデ

ハケナデ

ケズリ風ﾅデ

ヨコナデ

ハケ目
12,6 46,5 23.3 3．３

口靴部完凝胴弛3欠禍

勾飛状浮文２個残存

ハケ目（8～10本圃)．煤の付着

033 １７ SＤＯ１ 畳
M(ウンモ

金ウンモ
鯛粒 機関白色 機関白色

ヨコナデ

術オサエ

一
ア
ー
ア
エ

ナ
ナ
サ

コ
ー
プ
十
部

ヨ
ヘ
姥
旭

13.8 口縁邪ほほ完存

034 1７ SＤＯ１ 喪
長府

角閃石
細粒 淡岡白色 後関褐色

一
丁
エ

ナ
幽
阿
サ

コ
ー
ケ
Ｌ
オ

ョ
ハ
指

ヨコナデ

ハケ目

指オサェ

16.9

ｕ縁郎完秤

帖ｔひもを貼りつけた1典術オサエにより

文様効果を廟締する。

ハケＵ（１０～１２本J因）

035 1７ SＤＯ１ 喪 ＪＲウンモ 細粒 淡閲白色 淡関白色
ヨコナデ

術オサエ

ヨコナデ

ハケ月

ナデ

13.7

1-1騨郎ほぼ完〃，ハケＵ（１０本国）

、位８条十αのH6描波状文('脱皮波状文)３

段か？

施文触位上一・下→中

036 1７ SＤＯｌ 喪
蝋ウンモ

石英
畑粒 淡黄白色 機関白色

ヨコナデ

術オサエ

ヨコナデ

指オサェ
16.8

口緑部ほほ完存

噸位５条の櫛描波状文2段に施文

施文方向左まわり

037 1７
SＤＯｌ

ＳＤＯ２
喪 １Ｍウンモ 細粒 楼茶棚色 淡繋褐色

ナデ

ハケ目

指オサエ

ヨコナデ

ハケ目

工具ナデ

166 54.0. 27,2 2７

口緑部完濡胴郎~底部l/3残存

小波波状又（111位不馴）

ハケ付（10～12本/c､)．赤色蛾彩

038 1７ ＳＤＯ１ 喪

石英

町閃石

赤fhlMN吐粒

微粒
機jiF1色

淡０６茶１８世
淡関茶褐色

ナデ

脂オサェ

ヨコナデ

エ具ナデ
179 54,3 28.0 3.9 赤色瓶彩

039 1８ SＤＯ１ 喪 M(ウンモ 細粒

淡質褐色

淡蘭白色

淡灰肌色

淡蘭褐色

後質白色

淡股肌色

ナデ

工具ナデ

ハケナデ

一
ア
一
テ

ナ
目
ナ

コ
ケ
ケ

ヨ
ハ
ハ

(163）

胴下半欠仙胴ｋ半約1,/2欠担，ハケ凶（５
～6率/c､）

111位12条十αの卿礎波状文を３段施文

内・外面とも赤色準彩

“０ 1８ SＤＯ１ 蔓

石英

:MMMlt胸
微粒 後簡白色

機関白色

後償檀色

ナデ

エ具ナデ

術オサエ

ナデ

エ具ナデ
２１．７ 4.3

煤の付督

蝋位５条の櫛描波状文を２段に施文

施文方向ｲiまわり



遺物観察表③

遺物

番号

図
号
挿
番

錘
雌
鋼

但歪合一

型も■面

胎 土

混和材 粒子

色 鯛

内面 外面

器面詞整

内面 外面

法伍（画）

ﾛ径 雲高 塞
錘園
底径
侭考

041 1８ SＤＯｌ 沓
角閃石

赤色醗化土粒
微粒
淡関褐色

暗灰褐色

後侭白色

陥灰褐色

ナデ

指オサエ

エ具ナデ

ヨコナデ

エ具ナデ
23.0

煤の付督赤色蛾彩

照位８条の櫛描波状文を１段施文

“２ 1９ SＤＯ１ 壷
期ウンモ

金ウンモ
細粒 淡関白色 淡関白色

ナデ

ハケ目

指オサエ

ヨコナデ

ハケ目
14.0

口縁認ほぼ完存

ハケ目（8～10本国）

013 1９ ＳＤＯｌ 堂
金ウンモ

曲閃石
細粒 赤Ｎｌ色 赤棚色

ナデ

術ｵサエ

ヨコナデ

ハケナデ
(22.2） 口仕部約12残存

044 1９ ＳＤＯ１ 戦 jMウンモ粒 細粒 後茶褐色 淡纂褐色
ナデ

術ｵサエ

ナデ

ハケ目
(13.9）

口杜部約１３残存

ハケ目（10～12本/、）

ハケ目工具による施文（6~8本/cﾛ）

045 1９ ＳＤＯ１ 磯 角閃石 微粒
淡関棚色

淡灰冊色
淡関褐色

ナデ

術ｵサエ

ハケナデ

ナデ

術ｵサエ

ハヶナデ

(123）
口絃部約1/2残存

赤色峨彩

046 １９ ＳＤＯｌ 磯 角閃石 微粒 淡関糊色 機関褐色

ナデ

ハケナデ

術ｵサエ

ナデ

エ具ナデ
(16.8）

t１１位6柔の櫛描波状文を２段施文(左まわり）

浮文（３ケ所残存…本来は５ケ所か）
へこみはセンィ痕のついた樺状の工呉によ

り抑圧

047 1９ ＳＤＯｌ 戯
角閃石

及ｆｉ
徴粒 淡鋼98世 淡』6柴褐色

ナデ

術ｵサェ

ナデ

エ具ナデ
(14.4）

口緑部1/3残存赤色堆彩

僻肱突帯に板状工具による刺突風キザミ

蝋位不明の小波波状文

048 1９ SＤＯ１ 蝋
角閃石

良石
微粒 淡赤茶褐色 淡黄柴褐色

ナデ

工具ナデ

ハケナデ

ハケナデ

指ｵサエ

ナデ

047と048はわずかに接点があり同一個体と

砿岨することができるが．破砕時鉱らびに
復元時のユガミのため服確芯全形胆比を行
うことができない

049 2０ SＤＯｌ 壷 M1ウンモ 細粒 淡纂褐色 楼茶褐色

ナデ

エ具ナデ

術オサェ

ナデ

ハケ目

工具ナデ

18.1 478 23-1 3８

口嘩郎約１２残存

蝋位６条の栂描波状文を２段施文

ハケ回（１０～12本国)．赤色塗彩の｡】脆性
がある

050 2０ SＤＯ１ 徴
金ウンモ

Ⅲウンモ
徴粒 楼関門色 淡酋白色

ナデ

ﾐかｷ風ﾅデ

ヘラミガキ

ﾐがｷ殿デ

ハケナデ

ナデ

(17.5） (298）
口杜部２３欠損

051 2１ SＤＯ１ 徴
角閃石

石英粒
細粒 淡関白色 淡蘭白色

ヨコナデ

術ｵサェ
ヨコナデ？ (13.8）

口舷離約１６残存

風化のため勇整不詳

052 2１ SＤＯ１ 徴
角閃石

細砂粒
細粒 淡関白色 後関白色

ナデ

術ｵサエ

一
ア
ー
ア

＋
〃
‐
ナ

コ
岸
〃
『
ア

ヨ
ハ
，
ア

13-5 口緑部完存

053 2１ SＤＯ１ 歯
角閃石

赤色債化土粒
細粒 淡関Ⅲ色

後闘褐色

淡衡柴褐色

工具ナデ

術ｵサエ

ヨコナデ

ハケナデ
(126）

口杜部13残存

ハケ月（5～7本/画）

054 2１ SＤＯｌ 蝋
角閃行

網砂粒
細粒 後赤褐色 淡赤褐色

ヨコナデ

ハケ目

指オサェ

ヨコナデ

ハケ目
12.4

口杜部完存

ハケ目（8～9本国）

055 2１ SＤＯ１ 蝋
金ウンモ

M1ウンモ
微粒 淡関褐色 楼黄褐色

ナデ

桶ｵｻｴ

ヨコナデ

ハケ目

ナデ

(13.7） 40,3 22.4

口繊部約23欠禍胴部中央部約１２欠損

開部中央部約1/5に肌斑

ハケ目（4～6本、）

056 2１ SＤＯ１ 磯
角閃荷

石典
ﾉl軸 淡関測色 淡関褐色

ナデ

術ｵｻｴ

ナデ

ハケナデ

指ｵサエ

(126） 353 (21.0） 3.5
口紐部約12,胴部約1/2欠拙

風化のため調甚不詳

057 2２ SＤＯ１ 磯
赤色酸化土粒

角閃行
ﾉl軸 淡畑Y褐色 淡闘蹄褐色

ナデ

術ｵサエ

ナデ

工具ナデ
(15.3） 40.7 26.4

口舷部1/3残存

二ケ所穿孔

煤の{､噌

0銘 2２ SDO1 蝋 珊ウンモ 細粒 淡閲褐色 淡簡褐色
ナデ

術ｵサエ

ナデ

ハケナデ

術オサエ

(13.2） 31.5 23.8 2.0 口絃部約１１０，洞上郁1/5残存

059 2３ SＤＯ１ 鎖
農イLi

MIウンモ
細粒 赤色 赤色

ナデ

ハケナデ

術ｵサエ

ナデ

ハケナデ

指オサエ

16.7 14.9 18.3
詞舘完存口絃駆一舗欠禍

赤色壌彩（地色色関・淡出棚色）

060 2３ SＤＯ１ 沓
角閃渦

網砂粒
網粒 肌色

蹄関棚色

楼肌灰色

ヘラミガキ

ナデ

術オサエ

燐
訪
《
赤
燐
デ

ヘ
ミ
ナ

(13.9） (16.2） (17.2） １２残存



表

4８

物
号
遺
番
＃
鼎

図
が
号

嘩
畦
率

里刃室

Z輯可翠

胎…土

混和材 粒子

色…が閥

内川面 外面

3冊面、目Ｈ整

内面 ﾀ慨面

法湿Ｉ（函）

口径 認高 》
顔臓
窪径

鼎駅羅考

061 2３ SＤＯ１ 壷
蝿
榊

細粒 暗赤褐色
暗赤褐色

淡肌褐色

ヘラナデ

術ｵサェ

ヨコナデ

ハケ月

術ｵｻｴ

16.6 18.0 19.2 ハケ目（8～10本/画）

062 2３ SＤＯ１ 蛍

鼎ウンモ

長石粒

砂粒

細粒 1Ｍ色
楼薗褐色

淡肌色

ﾐガキ

ハケナデ

ナデ

ミガキ

術オサエ
(13.9） (19.3）

口杜部1/10．嗣部l/3残存

底脇欠損

063 2３ SＤＯｌ 蛍 角閃石粒 細粒 後餓911色
後茶褐色

楼赤褐色

ナデ

工具ナデ

術オサェ

ナデ

ハケナデ

ハケ月

19.2 18.2 20.6 口緑部2/5欠損関節ほぼ完存

064 2３ SＤＯ１ 蜜？ 鼎ウンモ 細粒 淡餓糊色 楼間褐色

ナデ

ハヶナデ

術ｵサェ

ナデ

ハケナデ

術オサエ

169 1８２ 19.3 完形

065 2４ SＤＯ１ 鉢 瀞
上士粒
細粒
噺茶褐色

後１Ｍ灰色
i炎赤茶褐色 ナデ？ ナデ？ (16.8） 112 14.1 3.9

口杜鍛/3欠損

風化のため闘蔓不詳

066 2４ SＤＯ１ 鮒it石英 '1粒 棲薗褐色 淡閲褐色

ナデ

ハケナデ

術ｵｻｴ

ヨコナデ

ハケ目の後

ナデ

1８３ 14.1 口緑郁23残存脚筋欠損

０６７ 2４ SＤＯｌ 鉢
照ウンモ

長石
細粒
淡蘭棚色

後胤褐色

棲関柵色

校則褐色

ヨコナデ

ミガキ風ナデ

術ｵｻｴ

ナデ

術オサエ
(18.3） 12.2 162

１２残存

胎土に輔製土使用

068 2４ SＤＯｌ 鉢 角閃石 網粒 淡関白色 淡黄白色

ヨコナデ

ハケナデ

ｹズﾘlﾛﾅﾃ゙

ハヶナデ

ナデ
(16.9） 129 15.4

口仕部1/2残存

赤色峨彩

069 2４ SＤＯ１

鉢
師

、＆

石英

肌ウンモ
細粒
淡纂棚色

後肘褐色

後茶褐色

校閲褐色

ヘラナデ

ナデ

術オサエ

ナデ

術オサエ
(15.7） 15.5 18.3 4-4

口杜鋤/5欠損へラナデ(原体鯉2画）

内面・底付近にもみ痕あり

070 2４ SＤＯｌ 鉢
照ウンモ

角閃石
細粒

淡鍛測色

（地回

後赤褐色

楼蘭Nl色

(地色）

ナデ

ヘラナデ

術オサエ

ナデ？ (17.2） 17.4 18.3

13残存

風化のため

赤色嬢彩

詞整不詳

071 2４ ＳＤＯ１ 鉢 ﾝそ粒 佃粒 淡薗褐色
淡関褐色

淡烈褐色

ヨコナデ

ハケナデ

ヘラナデ

ナデ

ハケナデ

術オサェ

2２．６ 18.1 20.0 3.9

ロ鰍部1／

煤の付肴

赤色壌彩

5欠拙

072 2４ ＳＤＯ１ 鉢 jMウンモ粒 細粒 後間白色 楼黄白色

ヨコナデ

エ具ﾅデ

ハゲナデ

ナデ

ハケナデ

エ具ﾅデ

(26.2） 209 2２７
口l鯛､的l/5残存

赤色蛾彩

073 2５ SDO1 紺１１
長石粒

凧ウンモ粒
細粒
後閃褐色

(地色）

淡蘭褐色

(地色）

ヨコナデ

ミガキ風ナデ

術ｵサエ

ヨコナデ

術ｵサエ
13.7 １３８

口繊箆約l/5欠禍脚裾蘭欠禍

赤色壌彩

074 2５ ＳＤＯｌ 紺＃
鼎ウンモ

砂粒
細粒
楼簡白色

(地色）

棲簡白色

(埴色）

ナデ

術オサエ
ナデ (15.0） 14.3 (13.3.）

約１/2残存

赤色塗彩

075 2５ ＳＤＯｌ 洲1$

角閃fｉ

Ｍ１ウンモ

金ウンモ

細粒 淡茶冊色 暗茶棚色
ナデ

術オサエ

ヨコナデ

ハケナデ
21.2 18.5

口靴認約1/5欠恨

ハケ目（3～4本/、）

076 2５ ＳＤＯｌ 台舶 角閃石粒 細粒 &甑j網色 楼黄褐色

ﾐガｷ風ﾅデ

ヨコナデ

桁オサエ

ナデ

ハケ目

術オサエ

20.8 14.1 (12.5）
脚裾部約I/2欠損

ハケ目（6～8本/画）

0” 2５ ＳＤＯｌ 台紺
艮府

ンそ

細粒
淡関禍色

(地色）

後黄褐色

(地色）

ヨコナデ

ﾐガｷ齢デ

ヨコナデ

タテ・ミガ

キ風ナデ

(24.9） 15.4 12.5
脚麗完存・口緑麗約1/3残存

赤色峨彩

078 2５ SＤＯ１ 台紺 細粒 赤褐色 赤褐色

ヨコナデ

ハケ月

ナデ

ヨコナデ

ハケ目
24.2 16.8 (16.1）

口緑駆約1/２．脚細/3圏更残存

ハケ目（１０～12本/画）

079 2６ SＤＯ１ 却不 角閃石 畑粒 淡蘭白色 淡関白色
ﾐがｷ風

工具ﾅデ

ヨコナデ

ミガキ

坪協および脚裾節欠損

穿孔４カ所

080 2６ SＤＯ１ 高坪 角閃石 細粒 淡闘白色 後脚白色 ヨコナデ

ハケ目

ナデ

術ｵサエ

17.0
坪部・裾開の一郎欠損

穿孔４ケ所



Ｆ
Ｄ－

Ｌ－ｌ

遺物観察表⑤表７

'一

4９

輪
講
図
Ｌ
号

押
ｎ
番

出土区

出土
遺構

［画､錦

胎 土

混和材 粒子

色 鯛

内面 外面

器…面闘整

内面 外面

法凪（函）

口径 器高
錘

》
隅
底径

髄秘乃考

081 2６ SＤＯ１ i1M坪

赤色醐吐輪

肌ウンモ

金ｳンモ

緬愉 j刻喋褐色 i剣G紫褐色

Ri遁のﾐガｷ

ヨコナデ

指ｵｻｴ

ﾐガキ

ヨコナデ

術ｵサェ

(14.3）

坪６８口唾駆欠掴脚鰯約叶2欠掴

風化のため明確でないが赤色塗彩の可能性
《>ある

穿孔５カ所．しぼり痕あり

082 2６ SＤＯ１ 高坪 角閃ｲｊ 細粒
淡黄褐色

(地勧

淡関棚色

(地色）

ハケナデ

ﾐがｷ風ﾅデ

ヨコナデ

ハヶナデ
30.5

口靴部約12欠損

赤色蛎彩

083 2６ SＤＯｌ 高坪 角閃石 綱I血
後黄褐色

(jt②

淡質柵色

(地色）

ナデ？

指ｵサェ

ナデ？

桁ｵサエ
(28.6） 20.2 17.5

口縁部１３残存

赤色嬬彩

風化のため謁整不詳

０８４ 2６ ＳＤＯＩ 高坪 黒ウンモ 細wｔ
淡黄褐色

(地色）

淡関柴棚色

(地凹

『
丁
エ

‐
ア
サ
ノ

コ
一
丁
十
罰

ヨ
ナ
出
、

､ケナデ

ガｷ!f(ﾅデ

ガキ

29.9 24.6 (18.4）

脚部約L10残存赤色塗彩

穿孔４カ所（現存２カ所）

しぼり侭あり

086 2７ ＳＤＯ１ 胆
金ウンモ

照ウンモ
細粒 後簡褐色 淡関出色

指ｵサエ

ヘラナデ

(噸しみガ

ハケ1１ 12.2
(孔径）

１．６

反彪復疋ハケ回（10～１２本画）

(片面把手欠柵）

口縁郁は平坦に仕上げること趣くつまみあ

げたままである

086 2７ ＳＤＯｌ 価 照ウンモ 細it 淡』q茶褐色 淡jGIU色

エ
『
ア
ー
ア

サ
ナ
ナ

ナ
“
．
ル
ノ

に
油
ヨ
ハ

ナデ

ハヶナデ
(14.9） 11.9

(孔径）

２５

焼成前穿孔

約13残存

口縁郁約12残存

087 2７ ＳＤＯ１ 限
jMウンモ

長石粒
細粒 後黄白色 後関白色

ヨコナデ

ナデ

術ｵサェ

ヨコナデ

術ｵサエ
15.6 1２．９

(孔径） 穿孔…（径1.1国）一部反伝復元

凝斜位をjJI関とする工具しあげ

088 2７ ＳＤＯ１ 甑
石英

角閃fi粒
柳ｔ 淡』蝶褐色 繊柴柵色

一
丁
エ
ー
ア

‐
ア
什
〃
‐
ず

．
Ｌ
オ
ケ
〃

ヨ
拒
叩
ハ

桁ｵサェ

ハヶナデ
(16.4） 12,9

(孔径）

2.3

焼成前穿孔（径10cm）反極似元

口緑部約１２燭残存．底舗完存

089 2７ ＳＤＯ１ 甑
蝿ウンモ

長石粒
剛ｔ 接黄褐色 淡黄柵色

《
ア
エ
ー
テ

ナ
サ
ナ

墾
綜
膜

ヨコナデ

l其ナデ

ナデ

(13.8） 13.7
(孔径）
反転復凡（焼成前穿孔）穿孔（締0.8画）

外側からの粘土貼りつけによる把手

(残存郎分の位厘関係から２ケ所であった

と想われる）

０９０ 2７ ＳＤＯ１ 甑
長石

靴ウンモ
徴粒 淡黄褐色 淡出棚色

術ﾅデ

ナデ

ヘラナデ

術ｵサェ

ヘラナデ
(15.1）

(孔勧

1.7

反碓復旭

庇郁完秤．1-1轍部はわずかしか眠っていぱ

いので鮮細ｲﾐ明であるがｕ鐸郎は仕上げず

つまみ上げただけの粗い鋼擦が行われる

091 2７ ＳＤＯ１ 甑
長石

ンそ

餌＃

淡関白色

Ｉ

淡灰鼎色

淡薗I‘1色

イ

淡映Ⅲ色

ヨコナデ

術ｵサェ

ナデ

ヨコナデ

ナデ

ﾀﾃ胴ﾐガｷ

132 13.3
(孔鋤

1.9

穿孔は焼成前

--部欠柵するものの完形復元が可能である

092 2７ ＳＤＯ１ 甑 角閃石 徹輔 隣黄褐色 淡幽出色
指ｵサエ

ハケナデ
タテハケナデ

(孔鋤

3.1

反転也元

穿孔部残存

093 2７ ＳＤＯ１ 甑
黒ウンモ

長石粒
繊血 後黄褐色 淡出I‘1色

術オサェ

術ﾅデ

ョコナデ

I其ナデ

術ｵサエ

ナテ．

(孔鈎 穿孔は焼眼前

穿孔部充作，上部欠損

094 2７ SＤＯ１ 甑 剛ウンモ 鱗ｔ 淡髄茶褐色 淡関茶棚色
脂ｵサエ

ナデ

術ｵサェ

ハケナデ

ナデ

11.6 175
(孔径）
緑部はつまみあげて粗雑

(餓終謁整を行っていない）

口靴郁１２欠欄，底部完存

095 2８ ＳＤＯ１
づ
ね
て
く
黒ウンモ

長石粒
瞬立 楼赤褐色 淡赤褐色

ヨコナデ

(術ﾅデ）

指すサェ

ハケ1１

ナデ

６．１ 4.5
ハケ目（8～１０本国）

U緑部｜焔を一部欠損

096 2８ ＳＤＯ１

ﾐﾆﾁｭ

ｱ堀

(勘

鼎ウンモ

角閃石
鱗ｔ 淡闘褐色 淡関１１１世

術ｵサェ

ョコナデ

ナデ

ヨコナデ

術ｵサェ

ナデ

5.4 7.2 [瞬部l増を一部欠損

097 2８ ＳＤＯＩ

画
御
陣

ンモ 微粒 淡黄褐色

肌色

イ

機関幽色

脂ｵサェ

ナデ

ヨコナデ

ケズリ

ナデ

8.0 6.9 完形

098 2８ ＳＤＯＩ 塊
金ウンモ

鼎ウンモ
鱗ｔ

淡貰褐色
Ｉ

後胤色

機関褐色
ヨコミガキ

ナデ

ヨコナデ

ハケナデ
１００

反転幽元

底部欠拙約１２残存

099 2８ ＳＤＯｌ 鉢

期ウンモ

石英粒

金ウンモ

聯ｔ 楼黄褐色

赤糊色

イ

機関棚色

術ｵサェ

ョコナデ

ナデ

ヨコナデ

ハケナデ
1３．２ 9９ 完形

100 2８ ＳＤＯ１ 鉢 熟ウンモ 微粒 淡関茶褐色 iﾘjq蕊M1色

ヨコナデ

術ｵサエ

ナテ

ヨコナデ

術ｵサエ

ケズリ

1１．２ 102 口杜部約２５欠拙



5０

物
号
遺
番
蝿
謡

出土区
出土
還繍

＝毛購

竺雪呈亜

胎 土

混和材 粒子

色 調

内面 外面

器面閣整

内面 外面

法量（画）

口径 器高 》
錘瞬
底径
備考

１０１ 2８ SＤＯｌ

ﾐﾆﾁｭ

ｱt８

識

肌ウンモ

ハ閃ｆｉ

金ウンモ

微粒 淡黒茶褐色 湖M茶褐色
術ｵサェ

ナデ

エ
ュ
ア

サ
ナ
綜
韮

ナデ

反極幽元

胴上半約1/3残存(傾き恭干剛lあり）

102 2８ ＳＤＯ１ 鉢 1Mウンモ 微粒

鼎色

Ｉ

淡黄網色

肌色

Ｉ

淡関蕊褐色

一
丁
エ

ナ
サ

コ
計
丁
‐
オ

ョ
ナ
窪
畑

デ
エ
ナ
サ

コ
デ
オ

ョ
ナ
些
揃

12.6 9.0

随所に製作時に付肴したと胆われる粘土塊

が我面にみられる

完形舗

103 2８ ＳＤＯｌ 鉢 ンそ 識jｉ 淡黄褐色 淡幽褐色

ヨゴナデ

術ｵサェ

ナデ

ヨコナデ

ハゲナデ

脂ｵサエ

(10.4） 8.5 口舷部１５残存以下完存

104 2８ SＤＯ１ 塊 角閃ｲi軸 徹粒 淡関褐色 淡閃側色

ヨコナデ

指ｵサエ

ヘラナデ

ヨコナデ

折ｵｻｴ

ナデ

(13.0） 9.1
反艇似元

12残存

105 2８ SＤＯ１ 境
ウンモ

1Mウンモ
微粒 淡黄褐色 淡関褐色

ヨコナデ

ハケナデ

ヨコナデ

術ｵサエ

ハヶナデ

12.2 口緑部１３欠損

106 2８ SＤＯ１ 塊
ンそ

良fi粒
微粒 淡黄褐色 淡幽出色

エ
ー
ア
ー
ア

サ
ナ
ナ

総
理
術

ヨコナデ

ﾐガキナデ

ナデ

(98） 7.0 1.3
反椛復元

口緑部約１２欠損

107 2８ SＤＯｌ 鉢 mlXMi 細粒 淡黄白色 淡曲白色

『
プ
ユ
ァ
エ

●
す
‐
ナ
サ

ゴ
ー
ケ
ー
オ

ヨ
ハ
矩
叩

ヨコナデ

ハヶナデ

術ｵサエ

(13.3） １０９
口縁部約

赤色峨彩

1/4残存

108 2８ SＤＯｌ 鉢 角閃ｲLｉ 細粒 淡照色
淡関白色

淡映1Ｍ世

ヨコナデ

術ｵサェ

一
テ
ー
ア
エ

ナ
ナ
サ

コ
捌
丞
‐
オ

ョ
上
矩
叩

(12.2） 8.7 口緑部約１５残存

109 2８ SＤＯｌ 境 ンそ 細粒
淡黄褐色

淡赤褐色
淡出褐色

ヨゴナデ

指ｵサエ

ヨゴナデ

ハケナデ？
(17.9） 4.6 約12残存

110 3０ ＳＤＯ２
損Ｅ

ホロ
梢製土 微粒 淡黄白色 淡出白色 回転ﾅデ 回転ﾅデ (8.1） 1.2 (6.7） 風化のため判然としないが糸切り庇か

111 3０ ＳＤＯ２
填８

１１､Ⅱ
恭鐙化土輸 徴粒 明褐色 明棚色 回転ﾅデ 回転ﾅデ (8.6） 1.4 (7.0）

糸切り底（風化のため』鞭1は不明である）

口粒郁で約１６残存反転幽元

112 3０ ＳＤＯ２
土鋸

１ｍ
ンそ 微粒 淡赤褐色 淡赤褐色 ヨコナデ ヨコナデ (8.1） 1.1 (7.1）

反艇似元

口緑部で約１/8残存

113 3０ ＳＤＯ２
土鋸

'1､Ⅱ
徽粒 淡黄褐色 淡関褐色 回Iiサデ 回転ﾅデ 7.4 1.4 5.6

糸切り底砂粒の移動方向ｲiまわり

ほほ完形、口縁翻の一部をわずかに欠禍

114 3０ ＳＥＯ２
燭Ｅ

ホⅡ
町IXMLi 微粒 淡歯褐色 淡閲褐色 回りEﾅデ 回転ﾅデ (7.8） １．４ (４８）

糸切り底

反伝似元

(風化のため詳細不明）

116 3０ SＤＯ２
土蛎

ホロ
WMll土 微粒 淡赤褐色 淡赤褐色 回侭ﾅデ 回りfﾅデ (6.8）

糸切り底(風化のため詳細不明）

反転似元

116 3０ SＤＯ２
海Ｅ

ＩＩ,Ⅱ

ウンモ

角閃fｉ
微粒 暗赤褐色 蹄赤褐色 回嘱ナデ 回りZﾅデ (8.6） 1.4 (6.0）

糸切り底砂粒の移動方向右まわり

口縁郁で約１３残存反転復元

117 3０
ＳＤＯ２

上肘

土鋸

小ロ
ンそ 微粒 淡黄茶褐色 淡貰茶褐色 回転ﾅデ 回転ﾅデ (8.9） 1.0 (7.8）

糸切り後ナデ

口緑部で約1,8残存反転復元

118 3０ SＤＯ２
海Ｅ

ホロ

梢製土

(Ⅲウ 識iｔ 淡赤褐色 淡赤褐色 回転ﾅデ 回転ﾅデ (6.6）
風化のため

反低ijI元

錆組不明糸切り庇か？

１１９ 3０
ＳＤＯ２

最下届

５
Ⅱ
潰
巾 M(ウンモ 微粒 淡赤褐色 淡赤褐色 ヨコナデ ヨコナデ (125） (3.4） 口杜部約1/5残存(底部欠御

１２０ 3０
SＤＯ２

中厨

i鋸

堰３

掴
”
吐粒
微粒 淡赤褐色 淡赤褐色 回り面ﾅデ 回雁ﾅデ (6.6）

全面暦jRR力謡い、

風化のため*|燃としない(糸切り庇か?）



表

5１

遺物

番号

挿図

番号

唾
雌
覗

、屯塘牌

胎 土

混和材 粒子

色ｈ耐劇:鯛

内面 外面

器#面啄W訊整

内面 外面

法〃ｊｉｔ<麺）

口径 器高 》
露鋼
底径

徽五考

121 3０ ＳＤＯ２
錘
嘘
掴
緬 吐粒

微粒 淡黄白色 淡黄白色 ヨコ回転ﾅデ ヨコ回転ﾅデ (7.0） 底部で約１８残存反転遡元

122 3０
ＳＤＯ２

中届

tHiE

Ｚ
金ウンモ 徽粒 淡褐色 淡褐色 匝騰ﾅデ 回掻ﾅデ (125） 2.8 (8.6） 口縁部約13残存反転幽元

123 3０
ＳＤＯ２

中価

ｔｊｉＥ

邸

紬
緬 吐粒

徽粒 淡黄白色 淡聞白色 回りZﾅデ 回騰ﾅデ (8.0）

反転復元糸切り底

砂粒の移動方向…不明

底部で約1/10残存

124 3０
ＳＤＯ２

最下肘

燭&

邸
微粒 淡黄褐色 淡黄褐色 回脆ﾅデ 回転ﾅデ (123） 2.5 (8.8） 口緑認で約12残存

１２５ 3０
ＳＤＯ２

中価

t鋸

M【

掴
癖
吐粒
１８粒 楼赤姉I色 淡赤衡褐色 回振ﾅデ 回転ﾅデ (8.4）

4点接合糸切り底（風化が著しい）

砂粒の移動方向イiまわり

底部完存（口縁郁欠禍）

126 3０
SＤＯ２

中脳

§
Ⅱ
填
小
ウンモ

赤色酸（上土粒
徹粒 淡赤黄褐色 棲赤黄褐色 回転ﾅデ 回脆ﾅデ (9.2） 2.3 (6.5）

反転復元糸切り底（風化のため詳綱不明：

口緑部約１５残存

127 3０

SDO2

1J祖i・

品下間

tjig

邸
赤色酸化t粒 微粒 淡茶褐色 淡茶褐色

匝庇ナデ

不定方向の

術ナデ

回転ﾅデ 12.4 2.5 8.0
糸切りかどうか迩存状況が悪く判然とし

ない

128 3０ SＤＯ２
嚢８

邸
微粒 淡茶褐色 淡赤褐色 匝廃ﾅデ E廃ﾅデ (13.4） 3.3 (94）

反転復元風化が符い、

糸切り底砂丘の移動方向右まわり

口緑部約L8残存

129 3０
SＤＯ２

中肘

燭８

１Ｋ

長石

角閃石
微粒 淡黄褐色 淡黄褐色 ヨゴナデ

ヨコナデ

後ﾅデ
8.2 1.3 6.7

粘土接合製回怪糸切り

砂粒の移動方向イiまわり

約15残存

１３０ 3０ SＤＯ２
嚢５

ホロ
微粒 淡赤褐色 淡赤褐色 回転ﾅデ 回転ﾅデ (8.6）

全面磨識が軒い、反転幽元

糸切り底砂粒惨動方向不明

底部約18残存

131 3０
ＳＤＯ２

(Hqfi）

ui8

Ii,ロ

j１過酸化t粒

黒ウンモ
識立 淡黄白色 淡髄白色

回振ﾅデ

ナデ
匝賑ﾅデ 8.8 1.1 7.2

(内面に焼成前のヒピ多数みられる）

砂粒の移動方向イiまわり，回転糸切り

ほぼ完形（２８紬良欠損）

132 3０
闇査区

内我採

８
Ⅱ
出
巾
熱ウンモ 微粒 淡黄白色 淡黄白色 回転ﾅデ

『
ア
ー
ァ

’
ア
ー
ナ

嘩
韮 7.5 1．７ 5.5

胎土は精良な粘土を使用

回極糸切り

133 3０
ＳＤＯ２

(ilqfI）

歯Ｅ

区

石英

'1粒 淡黄褐色 淡関褐色 【回賑ナデ 回転ﾅデ 119 2.7 (8.3）

胎土には輔製土を使用，底謡糸切り

砂粒の移動方向イiまわり(口縁爵､的l/3欠掴

立ち上がりはにぶく不明瞭

134 3０

ＳＤＯ２

ｍｔ下間

上部

土罷

師

金ウンモ

角閃石
小粒 淡黄褐色 暗闘褐色

ヨコナデ

ケズリ風

ハケナデ

E賑ﾅデ

ヘラナデ
12,4 3.3 9.3

下半部全体ススの付箇，糸切り状況不明瞭

完形

砂粒の移動方向は不明

１３５ 3０
SＤＯ２

ＩｊＨｊ

ilig

Ｚ

赤色鰭化t粒

金ウンモ
小粒 赤檀色 赤檀色 ナデ ヨコナデ (122） 3．２ 9.8

胎土は非常にもろい

回転糸切りの後ナデ

口緑部約1/2欠損

136 3０
ＳＤＯ２

(床IfD

燭8

岬

輔製土

黒ウンモ
小粒 淡赤ｊｑ褐色 淡赤関褐色 ヨコナデ ヨコナデ 129 3.6 (8,7）

底部回転糸切り

砂粒の移動方向イiまわり

口緑部一部欠損

137 3１
ＳＤＯ２

中価

蝿
躍
醒
極 上士粒

微粒 淡黄褐色 淡黄褐色

栃オサェ
ョコナデ

ハケ目
エ具ﾅデ

ヨコナデ

ハケ目

ナデ

25.6. 32.1 18.0
ハケ目（6～8本ＣＱ）

タタキ暢1.8画

138 3２

ＳＤＯ２

最下層

上郎

土鍾
輔製土

黒ウンモ
識ｔ 淡茶褐色 ナデ

､園１４９

(一鵠欠損）

139 3２
我土中

採典
土錘 赤色醐上鋤 微粒 淡黄褐色 ナデ

､、２３９

(両端の一部欠欄）

140 3３
ＳＤＯ２

中届
１１皿 微粒 緑灰色 緑灰色 砥胎は灰白色仙き疑問あり



表1０ 遺物観察表⑧

－５２－

鋤
謡
挿図

番号

唾
畦
頚

個硬Ep朝

飴Ｉ土

混和材 粒子

色Ｌ簿宜競

内面 外面

器面鯛駐

内面 外面

法量（唾）

口径 霧高
部
》
鯛
底径

徽NＬ考

141 3３
ＳＤＯ２

中間
#aｎ 灰職色 灰緑色 (11.2） 口壮昂で約1/10残存

142 3３
SＤＯ２

中脳
肥Iｉ 蹄締色 晴緑色 駐胎は灰白色

１４３ 3３

ＳＤＯ２

最下間

上郎

自砿 灰白色 灰白色 (15.7） 砥胎は白灰色

144 3３
ＳＤＯ２

中脳
#韻 淡城色 談緑色 田胎は白灰色傾き若干畏問あり

145 3３
ＳＤＯ２

中咽
W甑 淡線色 淡緑色 (4.6）

磯胎は灰白色切蔭し（露胎と砿る）

反転復元

146

147

148

149

3４

3４

3４

3４

SＤＯ２

中間

SＤＯ２

中間

SＤＯ２

中脳

SＤＯ２

中脳

H隅

E隅

11鯛

H隅

別表あり

１５０ 3７ SＤＯ４
麹
画
金ウンモ

長石粒
卿ｔ 楼Ⅲ色 後黄褐色 術オサエ ナデ 3.4 底部立ち上がりの稜線は明瞭ではぱい

151 3７ SＤＯ４
づ
ね
て
く 角閃石

細粒 後jGIX柵色 淡貰灰褐色
指オサエ

ヨコナデ

術オサェ

ナデ
6.4 4,5 (完形）

152 3７ SＤＯ４
づ
ね
て
く
角閃石

長石粒
細粒 淡灰白色

淡灰白色

イ

鼎色

術オサエ

ョコナデ

ヨコナデ

指オサエ 6.4 4.5 (完形）胴部に黒斑あり

163 3７ ＳＤＯ４

ﾐﾆﾁｭ

ｱ土８

(目、

長石

角閃石粒
綱粒 後灰白色

楼灰白色

Ｉ

後黒色

指オサエ

ヨコナデ

術オサエ

ョコナデ
(4.9） 7.1 (5.8）

〈雷形において該期の畳形土器の特徴をよ

く示している）

平底の底舗を道繕する反転幽元

1謎 4３ ＳＨ０１
受

0脇

癖
職

1測吻 淡蘭褐色 楼黄褐色

ヨコナデ

指ｵサエ ヨコナデ 傾き若干疑問あり

155 4３ SHO６
喪

0鯉

黒ウンモ

綱砂粒
繊立 淡赤褐色 楼赤褐色

ヨコナデ

指オサェ

ナデ

ヨコナデ (13.8）
篭部を丸くおさめる

約1/7残存反転復元

156 4３ ＳＨＯ５
喪

mig

黒ウンモ

金ウンモ
佃粒 後関褐色 後黄褐色

ヨコナデ

指オサエ

ハケ目

ヨコナデ

ハケ目
(15.1）

ハケ目（10～12本/国）

口緑駆で約1/5残存

167 4３ SHO６ 喪
黒ウンモ

石英粒
細粒 淡貰禍色 淡黄褐色

デ
エ

ナ
（
日
サ

コ
ケ
オ

ヨ
ハ
些
掴

ヨコナデ

ハケ目

ナデ

(12.8.）
ハケ目（10～12本/画）

口絃部で約1/6残存

１５８ 4３ SI-lO3
握
郵
黒ウンモ

細砂粒
緬粒 淡黄白色

淡関白色

ｉ

楼測色

指オサエ

ナデ

砲
滞
向の

傾き若干疑問あり

159 4３ ｓＨＯ６ 喪 角閃石 l副立 淡黄棚色 後蘭褐色

ヨコナデ

術オサェ

ハケ目

ヨコナデ

術オサェ
(16.1）

風化のため器面調整の詳細不明反低也元

一節にハケ目標の痩跡あり（8~１０本/画）

口緑闘片（口緑駆分で約1/7残存）

160 4３ ＳＨＯ６ 聾
石英

照ウンモ粒
綱粒 横赤褐色 淡赤褐色

ヨコナデ

術オサエ
ハケ目
(１０～12本）

術オサエ

エ具ナデ

ハケ目

下段工具ナデのため段ができる

風化のため詳網不明ハケ目（10~12本／

四・6～7本/画）

傾き若干疑問あり反転復元



遺物観察表表1１

「
－５３－

鋤
誇
挿図

番号

Htt区
出土
遺卿

毎m起請

函Ｔ里

胎 土

混和材 粒子

色Ｊ調

内面 外面

器面；調整

内面 外面

法量（c､）

口径 器高
甑

》
圏
底径
儲 考

161 4３ SHO６
解
緬

精製土

角閃石

長石

細粒 淡阿柵色 淡黄測色

ナデ

術オサェ

術ナデ

ハケＨ
ハケ目（6～8本国）

1/2残存

162 4３ SHO６
聾
露
鼎ウンモ 緬粒

淡関褐色

イ

則色

後赤褐色
ナデ

術オサエ
工具ナデ

鎧脇欠柵約１４程度残存

風化のため判然としない，粘土の剥曜

163 4３ SＨＯｌ
喪

底部

艮石粒

細砂粒
細粒 淡灰肌色 淡赤褐色

桁オサエ

ナデ

エ具ナデ

ヨコナデ
(5.8） 約12残存反転幽元

164 4３ SHO５
喪

底部縦モ 緬粒 1Ｍ色 後黄褐色
ナデ

折オサエ
ナデ (5.4）

風化のため器面調整判然せず

ナデ，擦過痕が一部にみられる

反転ilI元

１６５ 4３ SHO５ 聾 照ウンモ粒 細位 淡秦隅色 淡茶褐色 ヘラミガキ

指オサェ

ナデ

ハケＨ

(3.9）
風化のため凋整の詳園不明

反転復元

166 4３ SHO５
鉢の

底部

石英粒

赤fh尉吐輸

胤ウンモ粒

細粒 淡簡禍色 楼黄褐色
術オサェ

ナデ

ハケ目

ヨコナデ

ナデ

4.9.

ハケ月（10本画）

12残存

反転幽元

167 4３ SHO１
鐙

底部 砂粒

ンそ

緬粒 淡関褐色 淡関褐色
術オサエ

ナデ
ナデ (6.3）

稜線はボ鮮明

風化のため詞笹の詳顛ｆ明

(わずかにナデ風の擦過がみられる．工典

ナデ）？

168 4３ SHO１
壷

底部
期ウンモ 網位 淡闘測色 赤褐色

術オサエ

ナデ

ハケＨ

指オサエ
4.8 風化のため凋整の詳細不明である

169 4３ SHO５
篭

底認
無ウンモ 紹粒 淡蘭褐色 赤色醗彩

ヨコナデ

桁オサェ

ヨゴナデ

ナデ
外面…赤色輪彩

１７０ 4３ SHO６ 甑

ウ
倖
央

期
一
七

ンそ

３$過酸化土輸

細粒 淡赤間色 淡関褐色

エ
ー
ア
『
ア

サ
ナ
ナ

オ
仙
果
ケ

術
止
ハ

ハケＨ

ケズリ
13.0 9.4

３軒Ｌ

1３

穿孔（焼成前の二次穿孔）

完形ハケ月（5～6本cﾛ･6～8本国･10～

12本国）

１７１ 4３ SHO５ 甑
ンそ

及石粒
網粒 淡灰棚色 淡灰褐色

ナデ

術オサエ

ナデ

錨
も ケズリ

1５ 底部片

172 4３ SＨＯｌ 甑
照ウンモ

石英粒
細粒

鼎色

ｉ

淡灰H1色

測色

＃

後赤褐色

一
ア
エ
ー
ア

ナ
サ
ナ

コ
ー
オ
側
穴

ョ
術
上

1;Iﾌ銅ハケ目

ナデ

ヨコ ナデ

(19.3） 35.3 1９．３ 2.1

工具ナデ（蝉.5画）ハケ月（5～7本CD）

スス付箇（口緑部約５６欠柵）

反転幽元

１７３ 4４ SHO１ 砥石 細粒
現存mm349石材砂岩

欠掘部分以外は磨っている

174 4５ SＤＯｌ
趣
鎧
癖
癖 縞粒 楼関削色 楼黄褐色 ヨコナデ ナデ 畑きｔ下関係不詳

175 4５ SＤＯ１
縄文

土君

長石

鼎ウンモ
倒立
晴纂間色

灰烈色

暗茶褐色

灰累色
ﾐガキ

ヨコナデ

指オサエ
(１０．６） 反転似元
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賀来Ill学校遺跡は大分市火'r:賀来字門、に所在し、大分川と賀米川によって形成された標I断17ｍ

を測るｆｌ然堤防上に立地する。今回の調査では弥堆時代後期～中lltの所産となる遺構（竪穴住)11}跡

８軒、満状遺構４条、土城１８挫、井戸跡２蝦）を検出した。本章ではこれらのうち１号溝と２)州

からの出土遺物の内容を検討し各遺構の帰屈年代を推察することにより、当追跡の集落変遷試考の

一助としたい。

1】１号溝について

１号溝出土土器について

１号満の出上土器は弥生時代後期の土器を1i体としており、数器種の内容を有している。また出

土した資料はその大部分が小破片であり、出ｋ土器総数に比して全体形状を知りうる資料が少ない

点を考慮し、、I‘i該期の土器咽式の変化において時間的経過に伴う変化が顕携であり、しかも他の部

位との分別が容易で器種判断がおこないやすいという点から土器底部に満目し分析を試みる。
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Ａ類Ｂ類Ｃ類Ｄ類Ｅ類
雲形士器

003

Ａ類Ｂ類Ｃ類Ｄ類Ｅ類

壷形土器

第46図ＳＤＯ１出土土器(！

１５ｍ

SDO1出土土器(壷･窪)底部形態別出土レベル分布図(1/10）

－５４－



（謹形土器）

出土した遜形土器の底部は形態により次の５類に分類することができる。

粘土貼りつけによるやや外にふんばる上げ底状を呈する底部（底部径大）

粘土貼りつけによる上げ底状を呈する底部

底部を窪ませることにより上げ底状を呈する底部

平底を呈する底部

底部先端が凸レンズ状を呈する底部

類
類
類
類
類

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

部
部
部
部
部

底
底
底
底
底

喪
喪
喪
蜜
謹

第46図は各喪形土器底部と溝埋土内における出土レベルの分布を示している。これをみると、各底

部形態と出土レベルの相関は認められず、溝埋土の上層から下層までほぼまんべんなく出土している

状況を看取することができる。しかしながら、「遺存率」という視点でながめてみると、Ａ→Ｅの順に

遺存率が高く、完形復元の可能な資料の多いことがわかる。これらの中でも特にＣ・，。Ｅについて

はすこぶる遺存率が高くなり、完存品のないＡ・Ｂとは隔世の感がある。また資料数でみるとＡがＢ

を僅かに凌駕しているが、遺存率は相対的にＢ類の方が圧倒的に高い。表１３は前章で分類した口縁部

形態と底部形態の相関を示したものである。これをみると口縁部形態と底部形態の組み合わせから７

つの型式の存在を想定することができる。これに後期の「平底→凸レンズ状の底部→丸底」といった

底部の一般的な変遷過程を考慮し、型式学的見地および前述の「遺存率」を考え合わせると、大要

において次のような序列が考えられる。

Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ｅ

以上の想定を踏まえるならば、口縁部形態によって示されるＩ→Ⅳ類はそれぞれ個別の形式を形成

しているとも考えられよう。したがって口縁部形態Ｉ～Ⅳ類によって示される最大で４形式７型式

／、Iご／Ｉ

庄主１〕

総出土資料中、底部と認識しうる総破片数は347を数える。これらのうち喪の底部と考えられるも

のが114点（33％)，壷の底部と考えられるものが108点（31％）出土しており、全体で非常に高い比

率を占めていることがわかる。

壷底

麺ｌＢ製

私

／5％二王:砲Zi6〃

壷ＩＣ蕊

第47図底部形態別出土割合図

－５５－



10％以下△

10～20％○

20～3０◎

30％以上●

類
類
類
類
類

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

部
部
部
部
部

底
底
底
底
底

圭
軍
圭
軍
圭
軍
圭
亜
圭
亜

(壷形土器）

出土した壷形土器の底部は形態により次の５類に分類することができる。

表１２口縁部形態・底部形態相関表（壷）表１３口縁部形態・底部形態相関表（翌）

の変形土器により構成されるものと推定される。また、これらの型式の相対的な出土量の比較から、
歴監２）

本溝出土資料は底部形態がまさに平底→凸レンズ状底部へ移行しようとする過渡的な様相を示して

いるものと考えられよう。

溝状遺構の所産時期について

前項における喪ならびに壷の型式学的な検討を踏まえ既往の編年観に対照させ、溝状遺構の所産

時期、特に溝状遺構が埋没した時期について検討する。

中期的な様相を残す安定した平底

比較的安定した平底

Ｂ類、Ｄ類の中間的様相を呈する底部（不安定な平底）

凸レンズ状を呈する底部

丸底を呈する底部

ここでは先に分類した４つの口縁部形態のうちⅢ類の小型球形胴を有する丸底壷を除いた長胴卵

形をなす３類の底部について検討する。後期において一般的な「中期的な様相を残す安定した平底

→平底→凸レンズ状底部→丸底］という時間的経過を認めるならば、これら５つの底部形態には

－５６－

Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ｅ

の型式組列を想定することができる。

以上の想定を踏まえて作成したのが表12である。これをみると、Ｉａ→Ｉｂの時間的経過が考えら

れ、Ⅱ類は独自に通時的な型式変化を遂げている状況を看取することができる。したがって以上の

結果から壷形土器においては、壷底部Ｃ・Ｄ類に代表される型式段階において溝はその機能を停止

し、埋没していったものと考えることができよう。

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ａ

Ｂ

Ｃ △ △ ○

， ◎ △ △

Ｅ ●

ｌａ Iｂ Ⅱ

Ａ △

Ｂ △ △

Ｃ ◎ △ ○

， ○ △

Ｅ



※ｌ）「尾崎遺跡」－大分市立明治北小学校建設に伴う発掘調査概報一大分市教育委員会１９８４

※２）「大分市多武尾遺跡調査概報」大分市教育委員会１９８２

－５７－

第48図SDO1出土土器(壷･蕊)編年対照表(S＝1:16）
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器高(c､）

口径(c､）

第48図は既往の編年観に遺存

率の高い各型式の土器型式変化

を勘案し、模式的に充当したも

のである。喪形土器、壷形土器

ともほぼ矛盾なく同一期（様式）

の中におさまっている。１号溝

の出土土器は破片資料を含めれ

ば後期後葉～終末の時期幅を有

し、特に後葉を主体とすること

から溝がその機能を停止した時

期をほぼこの時期とみて大過な

いであろう。

溝掘削時期については具体的

2】２号溝について

底径(c､）

第49図SDO2出土土師器法量分布図

な資料において明示することはできないが、内包する土器の時期的な幅から後期後葉のはやい時期

に掘削が行われた可能性が高いといえようか。

以上のうち、杯Ａ類については、器高差等において、さらなる細分が可能と思われるが、資料数

の制約から今回は一括して扱う。杯Ｂ類は完存資料ならびに破片資料においても内器面に多量の煤

出土遺物について

土師器

第49図は出土した土師質土器の法量分布を示したものである。この図をみると、資料数の制約か

らか、特定の領域を設定することはできず、通常感覚的に杯、小皿と認識しているものの分離を視

覚的に明示することができたにすぎなかった。

出土した資料は全形を知りうる資料が少ないが、形態的特徴・製作手法から坪については大きく

４類に、小皿については５類に分類することができる。

類
類
Ａ
Ｂ
杯
杯

全体的に丸味を帯び、底部から口縁部へ内湾気味に立ちあがる。

底面からの立ち上がりが明瞭でなく、全体的に丸味を帯びる。製作手法の特徴として

内底面にケズリ風のハケナデ調整を施す

器壁は薄手で立ち上がりは次第に外反しながら開く体部を有する。焼成は比較的堅織

である。

器壁は非常に厚手で、赤橿色の胎土を有し、焼成は非常に軟質である。底部から体部

に若干外反ぎみに開く体部を有する

杯Ｃ類

杯Ｄ類

－５８－
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の付着が認められ、あるいは、灯明皿としての専用も考えられよう。杯Ｃ類は数こそ少ないが、出

土する資料の完存率が他の資料に比べて高い点が注意をひく。この杯Ｃ類においても109と112にみ

るように、器高差、胎土状況において差異が認められるものも確認することができ、本類もさらな

る細分が可能であろうとおもわれるが、杯Ａ類と同様の理由により、ここでは一括してあつかう。

坪Ｄ類は111を唯一の例としてあげることができる。溝埋土の最上部層から出土している。

上記の４類のうち、出土層位に着目してみると坪Ｂ類・杯Ｃ類が溝底面直上、あるいは最下層．

下層に集中して出土する状況を看取することができ、前述の完存率の高さ等を考慮した場合、溝使

用期間中、あるいは溝廃絶直後の時期に帰属する可能性が最も高いと考えられる。

小皿の分類は以下の通りである。

小皿ａ類平坦な底部から短く外方へ、直線的に立ち上がる体部を有する。

小皿ｂ類底部から短く内湾気味に立ち上がる体部を有する。

小皿ｃ類底部から大きく外反して立ち上がる体部を有する。

小皿d1類底部から外方へ大きく直線的に立ち上がる体部を有する。

小皿d2類体部中位に稜を有し、内湾気味に立ち上がる体部を有する。

小皿については、杯において確認されたような層位的な出土傾向はみられない。

次に、これらの編年的な位置づけについて考えてみたい。

豊後における中世土師器の編年案は1980年代から各氏により示されており、その大綱はほぼかた
、笠３）

まりつつあるとみてよいであろう。県内資料の実年代観の拠り所となっているものに大野郡野津町
仇恨４）

に所在する弘安８年（1285年）の銘をもつﾉ(里合五輪塔と同一整地層から一括出土した資料があり、

あまねく13世紀後半代の標識資料となっている。この八里合出土の資料と本遺跡出土資料の土師質

土器を比較してみると、杯においてはＡ類が、小皿においてはａ類。ｂ類が形態的、あるいは法量

の面において近い値を示すが、口縁端部の処理状況、粗雑化した器面調整等に後出的な要素を見い

だすことができる。

以上の結果を踏まえ、今回の調査で出土している小皿に着目し、既往の編年案との対象を試みる
駐整５＞

と、ａ類は伐株山城跡での小皿Ａ類に、ｂ類は小皿Ａ類、ｃ類はＡ類、ｄ1類はＢ類、ｄ2類Ｂ類に
昨６〕

形態的な類似性という点ではIまぽ対応するものと考えることができ、両子寺での小皿編年案のⅢ期

～Ⅵ期に相当する資料と考えることができよう。したがって、小皿に関する限り現時点では14世紀

中頃～16世紀前半の時期幅をもって理解することが可能である。ただ、ここで注意が必要なのは、

これらの下限資料となっているd2類（伐株山城跡分類の小皿Ｂ）の出現上限はいずれの編年案に

おいても留保されており、以上の理由からこの｡2類を根拠にここで下限としている１５世紀後半～１

６世紀前半という実年代観は確定したものではなく、流動的なものであるという点に留意しなけれ
唾７＞

ばならない。

坪については、小皿ほどスムーズな形式変化をたどることができず、個々の資料についての所産

時期の検討はおこなえないが、形態的な特徴からほぼ、既往の編年観における14世紀後半から15世

－５９－



五輪塔について

２号溝（ＳＤＯ２）埋土中からは火輪１，水輪３の計４点の四石彫成の五輪塔片が出土している。

火輪の年代は軒先の反りの形態変化により、時期比定されることが一般的であり、鎌倉時代『高さ

は（鎌倉時代）前期にくらべてやや高くなり、照り屋根で軒は厚く両端に向かって力強く反ってい
厨主８）

る。この軒の厚さは中央部でも両端でもあまり変わらない』→南北朝時代『軒先の厚さや反りは充

分であるが、後期になると軒の厚さが中央部と両端では差が甚だしくなり軒の下方の線が平らに近
誠曽の

くなる』といった変遷を認知することができる。ここでは制作年代銘を有する県内所在の五輪塔を

集成することにより、火輪ならびに水輪の形態変化の方向を模索し、当遺跡出土の五輪塔片のおお

よその制作年代を検討する。

県内に所在する制作年代銘を有する主な五輪塔は以下に示すものを挙げることができる。

･安心院町下毛岐明寺石造五輪塔

･野津町八里合一石五輪塔

･三重町赤嶺石造五輪塔

･別府市野田竃門氏墓地石造五輪塔

･挟間町挟間龍祥寺石造五輪塔

･千歳村新殿石造五輪塔

･庄内町龍原石造五輪塔

･大野町長畑長寿庵石造五輪塔

･大野町中土師表五輪塔

･三重町久田石造五輪塔

年

年
三

年
年
年
年
年
年
年
一
十
年

元
八
二
四
一
一
三
一
一
十
二
三

元
安
安
元
永
和
和
平
平
暦

正
弘
正
嘉
康
貞
文
正
正
康

(1259年）

(1285年）

(1300年）

(1306年）

(1343年）

(1347年）

(1353年）

(1356年）

(1368年）

(1381年）

ここでは、具体的な計測値を示しての法量による検討をおこなうことはできないが、上記の資料

により、おおよその「形態変化の方向」を知ることができる。すなわち、火輪については、一般的

に認識されているように、軒先の反りの形態変化において。また、水輪に関しても整美な球形から

長円・円柱形といった形態変化を認めることができる。これらの傾向をもとに、本遺跡出土の五輪

塔片の年代を推定すると、火輪、水輪とも形態の上で14世紀初頭の所産になる別府市野田竃門氏墓

地石造五輪塔に先行するものと判断され、三重町赤嶺石造五輪塔と安心院町下毛最明寺石造五輪塔

とのほぼ中間的な諸特徴を具備していることからおおよそ'3世紀後半代の年代が考えられようか。

また、今回出土した五輪塔片のうち、147.148の水輪は上下に突起をもつという特異な形態を示す。
Ｘ－ｍＯ〕 柾堕１１＞

このような形態を有する水輪は管見の知る限り、賀来中学校遺跡の北西方向2.5kｍに所在する宮苑

－６０－

紀後半といった時代幅の中で理解しうるものである。

輸入陶磁器は、玉縁状を呈する白磁碗や龍泉・同安窯系の青磁が出土しており、室町期に属する

元・明代青磁の類の出土は確認されていない。



遺跡周辺に多数分布する他、熊本県陣内遺跡に例をみる以外、その例を知らない。今後出自を含め

た分布範囲の検討が課題となるであろう。

２号溝の所属年代とその性格について

出土遺物の検討の結果、土師質土器に関しては、およそ14世紀後半～１５世紀後半という年代観を

得ることができた。しかしながら、杯Ｄ類ならびに小皿d2類の出現時期がグレーゾーンとなって

いる現況、あわせて溝内から出土している輸入陶磁器の様相等から、ここでは２号溝の所産時期を

おおまかに14世紀後半～１５世紀前半に位置づけておきたい。

溝の性格については、現時点において①用水路的な機能を有する溝、②館等に付随する堀的な溝

の２つの可能性が考えられるが、①の想定は周辺の地形的な状況から首肯し難い。さらには調査に

よって確認された溝底面の状況からある程度の滞水が予測される点。また溝の断面形状が整美な梯

形をなす点などからここでは②の可能性を指摘しておきたい。

荘ｌ）この数値は底部破片相互において徹底した接合関係の有無の確認をおこなった後の数字であるので、実際の個体実数

に近い数値を示していると言える。

註２）このことは翌底部Ｅ頚が数吐的に少ないにもかかわらず、完存資料がその殆どを占めている点からも傍証することが

できるであろう。

註３）ａ渋谷忠章「考察出土遺物について土師質土器」「伐株山城跡」玖珠町教育委員会ｌ９８４

ｂ菊田徹｢東九州における中世土師質土器の様相一坪・皿形土器を中心として」『専修考古学」第７号ｌ９８６

ｃ高橋徹「Ⅲおわりにく遺物について＞」「両子寺識堂跡」安岐町教育委員会１９８８

．小林昭彦・玉永光洋「出土遺物一土器」「安岐城下原古墳」大分県教育委員会ｌ９８８

ｅ小柳和宏｢中世土器生産少考-文書･地名から土器生産地を探る」｢大分蘇地方史』第143号大分県地方史研究会1991

など

註４）重要文化財五姶塔保存修理工事報告啓野津町教育委員会1981

注５）渋谷忠章「考察出土遺物について土師質土器」「伐株山城跡」玖珠町教育委員会１９８４

註６）高橋徹「Ⅲおわりにく遺物について＞」「両子寺講堂跡」安岐町教育委員会1988

註７）この要因としては、「14世紀後半から１５世紀にかけての土師質土器のうち、特に１５世紀代になると県内に限らず各地で

その確実な資料に欠けるようであるが､」（註５文献）の喬葉に代表されるようにこの時期の良好な資料に恵まれてい

ないという点があげられよう。また、さらにはこれまでの編年案の大部分が、資料の絶対数の不足から一様に一元的

な型式的傾向をを追求するものであったことが大きく作用していると言えよう。近年、この点に関して小柳氏は鎌倉

時代から江戸時代初頭に到る坪と小皿についてそれぞれ４形式に分類し、前述の問題解決の糸口を模索している。ま

た氏はこれらの作業を行う中で12世紀末～１５世紀の坪に二形式が存在するとし、この二者を豊後タイプと呼んだ。

（註３ｅ文献）

註８）内田伸「山口県内における五輪塔の編年と瑠璃光寺遺跡出土石塔の位磁づけ」『山口県埋蔵文化財調査報告番第２８

粟瑠璃光寺跡遺跡」昭和63年３月31日山口市教育委員会

註９）註８に同じ

註１０）昭和59年10月大分市教育委員会調査１３世紀を中心とする館跡が確認されている。

註11）「陣内遺跡」阿蘇町文化財調査報告番第２集熊本県阿蘇町教育委員会１９８２

－６１－



第Ｖ章付章１昭和55年度調査概要

賀来中学校遺跡は昭和55年、校舎の建て替え事業に伴い、当市委員会が調査を実施している。

今回の調査（平成３年）はこの時の調査地点から南方130ｍの位置に相当し、遺跡総体としての

視野にたった場合、非常に深い関連性を有する。したがって、本章は過去の調査成果の概要を記戦

し、本年度に調査を実施した地点をも含めた当遺跡の性格究明に資することを目的とする。

１調査主体大分市教育委員会

２調査期間昭和55年６月～昭和56年１月

３調査担当者讃岐和夫（大分市教育委員会文化財室技師）

松田政基（大分市教育委員会文化財室調査員）※職名は調査当時のもの

４調査概要

検出遺構では、弥生時代後期～古墳時代初頭の時期に比定しうる竪穴住居跡37軒、これらの住居

跡に伴うと推定される溝状遺構２条を確認した他、土壌墓13基、壷棺墓９基を検出した。

住居跡は平面プランが円形を呈するものと、方形を呈するものが存在する。時期的には弥生時代

後期～古墳時代初頭の時期幅が考えられ、また、住居間の切り合い関係等から永続的な集落形成を

看取できる。

以下に主要遺構の概要を略述する。

１．溝状遺構

溝状遺構は調査区の西端、および中央部において調査区を横走するかたちで検出された。

１号溝

調査区西端に位置する１号溝は大部分が調査区外に存し、そのため調査もごく一部分の調査に終

始しているため、具体的内容に関しては不明な部分が多く、出土遺物も２号溝に比して少ない。し

かしながら、出土する土器は平底を呈するものが多く、明らかに２号溝出土遺物とは様相を異にす

る。各器種・各部位の細部に関しても相対的に２号溝出土土器よりも古相の特徴を具備しており、

溝機能の停止時期を２号満に先行する時期に想定することが可能である。

２号溝

２号溝は検出面での幅約４ｍ、現存深度約1.6ｍを測り断面形はＶ字形をなす（第53図)。さらに

は、溝内堆積土層のうち、比較的下位に位置するⅨ層灰色粘質土層、ならびに基盤土（地山土）を

含む刃層黒灰色粘質土層の堆積状況から、溝内側からの多量な土砂流入が想定され、溝機能時に土

塁あるいは堤状の施設の存在を推慮することができる。同様な状況は大分市大字横尾に所在する多
砿１〕

武尾遺跡においても確認されており、市域内では２例目の検出事例となる。溝は埋土内に多量の土

－６２－
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第52図ＳＤＯ２遺物出土状況図（1/120）
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第51図ＳＤＯ１遺物出土状況図（1/120）

器を内包し、出土土器は複合口縁をもつ壷形土器、高杯、

鉢、小型丸底壷、小型鉢、甑、ミニチュア土器など多彩な

内容を有している。出土土器から最終廃棄時期を弥生時代

最終末あるいは古墳時代初頭の時期として大過ないであろ

う。これは検出住居跡の最終段階の推定年代と略一致する。

すなわち当集落の衰退消滅とともにその機能を停止し、埋

没していったと推定される。
（

野

出十遺物

今回は２号溝、住居跡内出土遺物の一部を図化し掲載し

た。

１～５はいわゆる小型丸底壷と呼称される一群である。

１は口径9.1ｃｍ、推定器高7.4ｃｍを測る。底部を一部欠損し

ているが、残存部分により全体形状の復元が可能である。

内・外面とも明褐色を呈し、ハケ目、横方向を主体とする

ヘラミガキにより仕上げられる。２は黄褐色を呈し、内・

外面ともヘラミガキによる最終調整が施される。胎土には

精錬された粘土が使用され、器壁は極めて薄く仕上げられ

る。６は高杯の杯部である。内・外面とも赤褐色を呈し、

器表面にはスリップ（化粧土）が塗布される。７．８は高

坪の脚部片である。ともに赤色顔料が塗彩され、器表面は

ヘラミガキにより仕上げられる。９は喪形土器である。内．

外面とも淡黄褐色を呈し、内面上部にはヘラケズリ痕が認

められる。口縁端部は跳ね上げたように粘土がつまみ出さ

れ、胴部はやや肩が張り丸底をなす底部にいたる。本資料

についてはこれらの形態的特徴ばかりでなく、器壁の薄さや
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第53図＆､０２土1首断面実測図(1,40）
Ｘ

胎tの様態においても他の資料と異なっており搬入品である可能性を指摘できる。１０も饗形土器であ

る。前代の喪形土器に比して球形胴化は進んでいるものの、随所に在地土器の特徴を色濃く残してい

る。１１は複合口縁を有する壷形土器である。底部は丸底を呈し、胴部も球形胴化が進行している。

胴中位に２か所の焼成後穿孔が認められる。複合口縁部に施紋される櫛描波状文は単位７条の櫛状

施紋具によるもので、土器を正置した位置関係において右回りに施紋されている。１２は高坪の完存品

である。杯部は脚接合部から外方へ直線的に開き、口縁端部において上方へ立ち上がる。口縁部外

面には単位７条の櫛描波状文が２条施紋される。１３．１５～17は２号溝埋土内から出土した高杯であ

る。外方へ大きく開く口縁部を有し、杯部は鉢を想起させるような形状を呈する。脚部には15のよう

に筒状の脚に屈曲部を介して外方へ大きく開くものや、’7のように接合部から脚裾部に開く脚部など、

数タイプのものの存在を認めることができる。形態的に近似するものが、８号住居跡（14)、１４号住居

跡（19)、３３号住居跡（18）からも出土している。

２０～39はいわゆるミニチュア土器と呼ばれる一群である。２号溝埋土内の他、数軒の住居跡中から

も出土が認められる。２０～27は鉢様の形状をなすてづ<ね土器である。器内．外面には指頭痕が明瞭

に残るｏ最も出土量が多いのがこのタイプであり、口径が２ｃｍ前後のものと、４ｃｍ前後のものに大

別することができる。口縁部上面も最終調整をおこなわず、波状を呈したままのものが多い。30.35.

36は当該期の複合口縁壷を模倣したものである。３０は２号溝から出土したもので、赤褐色を呈する。

指頭痕を随所に残し、仕上げのための最終調整は行われていない。３５は18号住居跡から出土した。長

胴気味の体部に平底風の底部を有する。内・外面とも赤褐色を呈し、器表面はナデにより仕上げられ

ている。３６は調査地廃土内から出土した。球形胴を有し、器外表面には輪積みの痕跡が認められる。

蕪本的にナデにより仕上げられるが、一部にへう状工具による調整痕がみられる。完形品である。２９．

３３．３７．３９は謹形土器を模倣したとおもわれるミニチュア土器である。２９は安定した平底をなし外方

へ大きく開く口縁部を有する。１４号住居跡から出土した。３３は24号住居跡から出土した。底部は平

底風の尖底をなす。内．外面とも黄褐色を呈し、全曲ナデにより仕上げられる。３７は２号溝埋土内か

ら出土したミニチュア土器である。胴部は長胴形をなしており、口縁部直下に一条の三角突帯を巡ら

している。形態的な特徴は前軍で分類した喪形土器Ⅲ類に酷似する。口縁部の一部を欠損する。
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２壷棺墓

壷棺墓は長楕円ないし隅丸の平面プランを有する堪峨に斜め方向に堆棺を蝿縦する。潅械は噸と

壷、壷と鉢などの組み合わせによるもので、いずれも小哩である。小児用と推定される。また、副

葬品等は皆無である。

＝ﾐ霊罵雪?~毒
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註ｌ）「大分市多武尾遺跡洲炎概綴」大分市教行委貝会1982
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には壷形土器の胴部と口縁部を打ち欠いたものを

使用し、合わせた状態での全長94ｃｍ、胴部は径約２

６ｃｍであった。壷の胴部には断面三角形の突帯が三

条巡っており、底部は平底気味のものである。

こ
１号壷棺（第57.58図）

調査区の北西隅、１号溝

(ＳＤＯ１）の内側に位置して

いる。墓城は上部の削平は

あるものの、0.78ｍ×0.65ｍ、

深さ0.3ｍの規模を有し、検

出面での平面形は不定形を

呈している。床面は径約0.4ｍ

の円形をなし、墓壊構築に

際して必要最小限の掘削を

意図している｡

棺は小児用と推定され、

長軸を東西方向にとり、約

47｡の傾斜をもって墓砿内に

挿入している。上棺と下棺

画豚

こ

、己
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第56図出土遺物③（1/4）
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第58図１号棺（K-01)実測図（1/6）
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第59図Ｋ-02.Ｋ-05出土状況平面･断面実測図（1/20）第60図２号棺（K-02)実測図（1/6）

４０は胴部最大径27.8ｃｍ、底径4.4ｃｍを測る壷形土器である。上端部を打ち欠き上棺として利用す

る。内・外面とも黄褐色を呈し、ハケ目によって仕上げられる。

４１は内・外面とも明褐色を呈する壷形土器である。肩上部を打ち欠き下棺として使用する。胴部

最大径27.8ｃｍ、底径5.3ｃｍを測る。肩部以下は完存する。

２号壷棺（第59.60図）

５号壷棺と切り合い関係にあり、３号棺の東側に位置している。墓壌の大きさ0.68ｍ×0.58ｍ､深

さ0.33ｍで２段に掘られた楕円形を呈している。

棺は、大きさから小児用と推定され、長軸を南東から西北方向にとり、水平より約33.の傾斜を

もって据えられている。上棺には脚部を欠いた鉢形土器を用い、下棺の口縁部を欠いた壷形土器に

覆口させている。上棺には欠いた複合口縁部を敷いて押さえとし、さらには、墓壌上面に５つの操

が載せられている。下棺となっている壷の胴部には断面三角形を呈する突帯が二条巡り、底部は平

底をなしている。

４２は底部の一部を欠く鉢形土器である。口径22.6ｃｍ，胴部最大径20.2ｃｍを測る。内・外面とも

淡黄褐色を呈し、器面は基本的にナデにより仕上げられる。４３は下棺に使用された壷形土器である。

内外面とも赤褐色を呈し縦方向のハケ目、ナデにより仕上げられる。

－６９－



4４

２号棺とliilじく、榛数点と欠いた複合口縁部

を敷いて押さえにしている。

上下合わせた棺の長さ85ｃｍを測り、上柁と

なる鉢の｢l縁部直下に一条の突帯が巡ってい

る。

下棺の壷には頚部に一条、胴部に三条の三角

突帯が巡っている。底部は平底を呈している。

４４は上柁に使用された鉢形土器である。全

体に製作時のユガミがみられる。内外面とも

に淡黄褐色を呈し、ヨコナデ、ハケ目により

仕上げられる。焼成は良好である。

４５は下棺に使用された篭形土器である。内

外面とも淡黄褐色を呈する。胎土には比較的

精良な粘ｔが使用され、焼成は良好である。

３号壷棺（第61.62図）

当遺跡の中で一番大型の壷棺墓である。墓城は上部削平を受けてはいるものの、1.15ｍ×0.95ｍ、

深さ0.3ｍの脱‘模を有する隅丸長方形を暖している。

棺は小児川と推定され、長llilllを南北方向にとり、約20.の傾斜をもって据えられる。上棺には脚

部を欠いた鉢形土器を使川し、ド棺には11縁部を打ち欠いた奄形土器を使用する。また、上棺には

墨

M，

い

Ｐ

ﾉー

第61図Ｋ-03出土状況平面･断面実測図（1/20）
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第62図３号棺（K-03）実測図（1/6）
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４号壷棺

調査区の西側隅に位慨し、６号土城、１４号-ｔ城に近接する。基蛎は0.60ｍ×0.65ｍ、深さ0.4ｍの

不定形をなしている。柏は小児用と推定され、長軸を南北方向にとり、底面は必要最小限の掘削を
おこない約11.の傾斜をもって埋置する｡．

上棺には胴部を欠いた壷形土器を使川し、下棺の11縁部を欠いた壷形土器に樫口する。合わせた
状態での全長60ｃｍ、胴部径35ｃｍを測る。

上棺に使用されている壷は、比較的小さな安定した平底を右し、土圧によると思われる旭裂が

上面を中心に無数にみられる。

下棺に使川されている嘘は、頚部iIlI:ドまで打ち欠き土器縮としての機能を拠っている。底部は

安定した平底を呈しており、胴部最大径のやや上位に断面三角形の貼りつけ突帯を３条巡らして

いる。また、土壊底面に接する棺下面の外器面には広い範囲にわたって剥離が認められた。

,ち、墓職はかなりの削平を受けている。

平面形は桁円形を呈している。

５号壷棺（第59図）

２号棺と切り合い関係をもち、墓職はかな1

0.33ｍ、深さ0.12ｍを示し、平面形は桁円形を

棺はその大きさから小児用と考えられ、長軸

を東西方向にとり、約23.の傾斜をもって埋置

される。ｌ:部の状況は破損しており不明である。

墓壊の大きさは0.4ｍ×

６号壷棺（第63.64図）

墓蛎は0.72ｍ×0.62ｍ、深さ0.40ｍの規模を

陸

０ｍ

弧O０ｕｃｍ
９、．．．、

第63図Ｋ-06出土状況平面･断面実測図（1/20）
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第64図６号棺（Ｋ-06）実測図（1/6）



有し、平面プランは楕円形を呈している。

棺は小児用と推定され、長紬を南西から北東方向にとり、39.の傾斜をもって挿入される｡上棺

には脚部を欠いた鉢形土器を使用し、下棺には口縁部を欠いた壷形土器を使用する。合わせた状態

での棺長58ｃｍを測る。

４６は上桁に使用された鉢形土器である｡口径24.25ｃｍ、器高25ｃｍ、底径9.5ｃｍを測る。器表面は

内外而ともヨコナデ、ハケ目により仕止げられ、淡黄褐色を呈する。底部から胴下半の一部に黒斑

がみられる。

４７は下棺に使用された壷形土器である。内外面とも淡黄褐色を呈し、胴下半には焼成後に行われ

た穿孔が認められる。器表面はハケ目、ナデにより仕上げられる。

９号壷棺

基城はかなり削平されているが、現状で0.72ｍ×0.57ｍ、深さ0.28ｍを測り、、Ｍｉ形は楕円形を

呈している。棺は小児用と推察され、直立気味に埋侭される。下棺には口縁部から川部の一部を欠

いた壷形ｌ器を使用し、上棺に鉢形土器を用いて覆l_Ｉする。合わせた状態での楠長40cmを測り、上

棺に使用される鉢には刻み目突帯が巡らされている。

１０号壷棺・１１号壷棺

両者は切り合っており、基城については、１０号壷縮で0.80ｍ×0.63ｍ、深さ0.2ｍを測り、墓城の

平面形は桁円形を呈している。１１号壷械の墓壌は0.45ｍ×0.45ｍ、深さ0.15ｍの|I｣形を呈する。両

棺ともに小児用と推定されるが、後世の削平により破損が著しいため、全容は不明である。

以上が１次調査で出土した壷棺潅の概要である。桁に使川された壷形土器は胴部に二条ないし三

条の三角突帯を巡らすものと突帯をもたないものの２群がI認められる。いずれの底部もIn,レンズ状

へ移行する前段階の若干安定性を欠く平底を呈する。これらの特徴は既往の編年観に従えば豊後編

年Ⅱ期～Ⅲ期の範礁において理解され、出土した壷棺基群は後期の中葉～後葉の所産と考えられよ

う。ちなみに、前述した１号溝から出土した壷形土器には同タイプのものが数多く散見され、両者

が同時期の所産である可能性も指摘できよう｡

３．土壌墓

土城墓は平而プランが長楕円あるいは隅丸

の長方形を呈する。副葬品はまったく伴わな

い、

５号土壊墓

調査|Ｘのほぼ中央、２号溝のIﾉ[i側に位満す

る略長方形プランを呈する土城塞である。規

－７２－

写真２５号土壌墓底面検出状況
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１２号土壌墓（第65図）

調査区の南西部分、１１号土壌と並

行して構築される。

墓壌の規模は0.95ｍ×0.55ｍ、深

さ0.25ｍを測り、平面プランは長方

形を呈している。長軸をＮ－３０ｏ－

Ｅの方向に向けて構築する。土壌の

周囲には白色粘土の分布がみられ、

これらは板状の蓋を密閉するために

扶持されたものと推定される。同形

態の土城墓として５号土城がある。

出土遺物は皆無である。

蕊一!”

－７３－

模は検出面において1.9ｍ×0.84ｍを測り、現存深度0.35ｍを有す。検出面から約0.27ｍのとこ

ろに二段堀のような状況が窺え、底面には白色粘土が環状に分布する。底面はフラットであり､平面

プランの規模は0.86ｍ×0.57ｍを測る。土壌内堆積土層は上層・黒褐色土層（炭粒を少量含む)と下

層・黒茶褐色土層（炭粒を少量含む。硬質）の２層に区分されるがともに遺物の出土は認められな

第65図１２号土墳墓(D-12)平面･断面実測図（1/20）

〃 〃Ｚ
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表１４遺物観察表⑩

F’

－７４－

遺物

番号

緬
謡

嘩
畦
率

含毎冨画

胎 土

混和材 粒子

色 闘

内面 外面

器面謁整

内面 外面

法伍（唾）

口径 器高 》
超飼
底径

備考

001 5４ SＤＯ２
栂
鋤 砂粒 細粒 明褐色 明間色

ハケ目

ナデ

ハケ月

ヘラミガキ．
9．１ (7.4）

002 5４ ＳＤＯ２
仰

jI朗
砂粒 微粒 黄褐色 醐禍色 ヘラミガキ ヘラミガキ 10.8 5.1

令体には輔錬された粘土

器蝿は極めて薄い

003 5４ ＳＤＯ２
槻

A鴎

砂粒

金ウンモ
微粒 灰褐色 灰褐色

ヨコナデ

ハケ月

ヘラミガキ

ヨコナデ

ナデ
13.8 ６１

内側下位に陵をつけ内湾気味に外傾する口

杜を有す

慶筋は平底気味の丸底

094 5４ SＤＯ２
岬
鋤

砂粒

金ウンモ 微粒 淡黄灰色 淡閃灰色 ヘラミガキ ヘラミガキ 12.4 8.2

005 5４ SＤＯ２
栂
蝿
微砂粒

金ウンモ
微粒 灰褐色 灰棚色

ヨコナデ

ヘラミガキ
ヨコナデ 13.9 ６．３ 剥農が激しく器面調整は明瞭でい、

006 5４ SＤＯ２ 高坪 晩it 微粒 赤褐色 赤褐色

ヨコナデ

ナデ

ヘラミガキ

ヨコナデ

ヘラ削り

ヘラミガキ

１８．９ 我面にスリップと思われるものを噛る

007 5４ SＤＯ２ 高堺 砂輔 微粒
赤褐色

(赤色顔料）

赤褐色

(赤色薗料）

ハケ目

ヘラミガキ

ハケ'二｜

ヘラミガキ

ハケＨ

12.9 素地・薄赤闘色

008 5４ SＤＯ２ 高坪 砂粒 徴粒
赤褐色

@ｹ極１，科）

赤褐色

(赤色顔料）
ヘラミガキ ヘラミガキ 1７．５ 素地・薄黄灰色

009 5４ ＳＤＯ２ 喪
碗
釦 ンそ

鱗ｔ 淡関褐色 淡出褐色
ナデ

ヘラケズリ

ナデ

ハケ側
14.6 18.0 20.9

カーボン付着

底部丸底

010 5４ ＳＤＯ２ 喪 砂粒 織立 淡黄色 楼出色

コ
ア
一
ア

ナ
ロ
同
ナ

コ
庁
″
一
フ

ヨ
ハ
ヘ

ヨコナデ

ハケ目 16‘６ 26.5 27.8
M(斑あり

ハケ目（8～9本、）

０１１ 5４ SDO2 蝋 砂粒 微粒

赤褐色
Ｉ

淡閃白色

赤褐色

Ｉ

楼関白色

ハケ目
ハケ月

ヘラナデ
14.7 4２

櫛描波状文単位7本･2条

穿孔は焼成後穿孔ハケ目（8～10本国）

012 5４ SＤＯ２ 高坤 鱗iｔ 微粒 淡黄色 淡闘色
一
ア
ー
フ

ナ
ヘ
コ
ー
ア

ヨ
ナ

ハケ目

ヘラミガキ
27.2 1９．３ 17.3

桶描波状文単位6本･2条

(完形）

013 5５ SＤＯ２ 紺＃
微砂輸

金ウンモ
徴粒 淡赤班色 鋤閃灰色

ナデ？

ミガキ？

ヨコナデ

ハケ目

ヘラミガキ

22.4

014 5５ SＤＯ８ 紺＃
微砂粒

金ウンモ
微位
赤褐色

(赤色顔料）

赤禍色

(赤色1,科）

ハヶ目

ナデ

ヨコナデ

ハケ目
24.4 素地・薄黄褐色

015 5５ SＤＯ２ 洲＃ 砂粒 微粒 談赤jG褐色 淡関灰色 ヘラミガキ

ヨコナデ

ハケ月

ヘラケズリ

22.8

016 5５ SＤＯ２ 台㈱ 微砂粒 徴粒 淡蘭灰色 淡醐灰色
ヨコハヶ

ナデ

ヘラミガキ

ヨコハケ側
14.1

017 5５ ＳＤＯ２ 台脳 砂粒 徽粒 黒色 吠関色
ハケ目

ナデ
ハケ目 16.7 透し穴は６カ所

０１８ 5５ ＳＨ３３ 洲＃ 砂粒 微粒
赤褐色

(赤幽1科）

赤柵色

(赤色顔料）
ヘラミガキ

ハケ制

ヘラミガキ
25.6 紫地･薄黄灰色

019 5５ ＳＨ１４ 制揃 砂粒 HH粒 後簡灰色 淡閃灰色 ヘラミガキ
ハケ月

ヘラミガキ
24.8 17.7 13.4

020 5６
づ
ね
て
く
８粒 微粒 淡黄灰色 淡闘灰色 指オサエ 術オサエ 4.6 １．６
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表１５遺物観察表⑪

物
号
通
弼

021

022

023

024

025

026

027

028

029

０３０

031

032

033

034

035

036

037

038

039

040

挿図

番号

5６

5６

5６

5６

5６

5６

5６

5６

5６

5６

5６

5６

5６

5６

5６

5６

5６

5６

5６

5８

卿十Ｆ

出土
遺柵

SＨｌ６

ＳＤＯ２

SＤＯ２

SＤＯ２

SＤＯ２

SＤＯ２

SＤＯ２

SＨ１４

SＤＯ２

SＨｌ２

SＤＯ２

SＨ２４

SＨ２４

SＨ１８

SＤＯ２

SＤＯ２

SHO６

Ｋ－ｌ

器菰

ひ
つ
』
他

て
く

てづ

くね

てづ

くね

てづ

くね

てづ

くね

てづ

くね

てづ

くね

てづ

くね

てづ

くね

てづ

くね

てづ

くね

てづ

くね

てづ

くね

てづ

くね

てづ

くね

てづ

くね

てづ

くね

てづ

くね

てづ

くね

《郷（

胎土

混和材

細瞬な

細砂泣

細砂粒

細砂泣

細砂粒

細砂泣

細砂泣

細瞬立

細砺jｉ

綱砂泣

細砂粒

IfI砂粒

細砂粒

細砂粒

細砂粒

細砂粒

細砂粒

細砂位

細砂泣

砂泣

粒子

繊砿

細紘

紺肘

細粒

細枇

細倣

知倣

細泣

細粒

細位

細怖

細施

細倣

細施

細統

細泣

細紘

細蔵

細iｉ

細iＺ

色 調

内面

赤褐色

赤褐色

赤褐色

灰描色

赤褐色

赤褐色

ＭＩＩ&色

赤褐色

赤川色

赤褐色

赤賜色

戯褐色

此禍色

赤褐色

赤柵色

赤褐色

ｊＩｉｌ８色

赤褐色

赤褐色

Iji賜色

外而

赤把色

赤褐色

赤褐色

灰褐色

赤褐色

赤褐色

黒褐色

赤褐色

赤褐色

赤褐色

赤賜色

黄褐色

黄褐色

赤褐色

赤褐色

赤褐色

黄褐色

赤褐色

赤褐色

黄褐色

器而調離

内面

脂オサエ

脂オサエ

脂オサエ

ナデ

へラ状エ具

で調整

折オサエ

脂オサエ

脂ｵサエ

ナデ

指オサエ

ナデ

脂オサエ

ナデ

指オサエ

ナデ

折オサエ

ナデ

指オサエ

ナデ

棉ﾔサエ

ナデ

脂オサエ

ナデ

脂オサエ

ナデ

指オサエ

ナデ

桁オサエ

ナデ

術オサエ
ナデ

指オサエ

ナデ

桁オサエ

ハケⅡ

外面

指オサエ

指オサエ

指オサエ

ナデ

ナテ

(ﾍﾗﾐ溝?）

指オサエ

指オサエ

指オサエ

ナデ

指オサエ

ナデ

指オサエ

ナテ

指オサエ

ナデ

指オサエ

ナデ

指オサエ

ナデ

指オサエ

ナデ

エ
リ
サ
削

オ
デ
ラ

指
ナ
ヘ

指オサエ

ナデ

指オサエ

ナデ

指オサエ

ナテ

指オサエ

ナデ

指オサエ

ナデ

ナデ

ハケ目(ﾀﾃ）

法厳（唖）

ロ極

4-5

3.3

1.1

6.7

5.1

6-7

3.：

4.3

3.1

<4.0）

3.9

‘1.2

3.2

3-4

(4.6）

3.9

(4.3）

器間

2.2

2３

２６

4０

3.2

4.4

3-7

5-6

4.6

i１．５

5‘7．

6-8

9.1

8-2

7.9

８５

8.4

監謝

1.8

4２

3.7

5.4

5-1

4.9

6５

6.3

5３

６０

5５

27塁８

底掻

4.8

2．１

1.4

儲 考
’鼻.漁輔：

（ｔ；蝿劉鰯

型進士器？

班の摸倣？

MII合口緑壷の棋徹

斑の模倣

情闘み痩がみられる

情Ⅷみの痕跡が認められる

へラ状工具による調整鯉

翌の模倣

喪の模倣

胴上部打ち欠き

1M斑ありハケ1１（5～6本/Em･7～8本/画）
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遺物観察表⑫

7６

鋤
露
図
号
押
番

嘩
雌
“

一面零

画匡室

胎 土

混和材 粒子

､色Ｊ調

内面 外面

場面鯛整

内面 外面

法量（画）

口径 器高 》
都瞬
底径

備考

041 5８ Ｋ－１ 壷棺 砂粒 綱粒 明褐色 明褐色
指押さえ

ハケ月

ナデ

ハケ月
27.8 5.3

ハケ目（5～6本/画）

日部以下完形

042 6０ Ｋ－２ 鉢 ､粒 剛ｔ 淡薗褐色 淡黄褐色

指オサエ

ヘラナデ

ハケＨ

デ
デ
ナ
ナ
コ
ー
フ

ヨ
ヘ 22.6 20.2 20.2

器表面及び口縁部スリップ（化蝕土）？

裏側に黒斑ありハケ月（12本/画）

胴部から口緑部にかけて完存

043 6０ Ｋ－２ 壷棺 砂粒 細粒 赤褐色 赤褐色
ハケ月

術オサエ

ハヶ目

ナデ
26.7 5.3

内部詞整一郎ハケロ旺郎周辺でへラ詞
笹（光沢あり）

ナデ仕上げハケ目（8本国）

接合鶴指痕（押え）がある

044 6２ Ｋ－３ 鉢 ､粒 細粒 淡衡褐色 淡関褐色
術オサエ

ハケ目

ヨコナデ

ハケ目

37.5

1

44.5

39.4

Ｉ

41.0

３５．５

イ

39.1

企みありハケ目（4～5本四・6本国）

M1斑あり

045 6２ Ｋ－３ 蝋棺 ､粒 柵j〔 機関間色 淡蘭褐色
ハケ月

脂オサエ

ハケＨ

ナデ

38.3

イ

42.0

6.7

1

7.5

歪みありハケ目（3~4本/画・5~6本/c回）

接合部後の指捜

046 6４ Ｋ－６ 鉢 砂粒 紹粒 淡簡褐色 後黄褐色
ヨコナデ

ハケ目

ヨコナデ

ハケ目
2425 2５ 9.5

ハケ目（7～8本国・10～11本国）

底から肩下半の一部にⅢ斑あり

047 6４ Ｋ－６ 金棺 砂粒 緬粒 淡関褐色 楼黄褐色
ハケ目

ナデ

ハケ月

ナデ
29.4 ４．１

ハケ目（6～7本国・10～11本cﾛ）

焼成後穿孔則概あり



第Ⅵ章付章２｢賀来荘｣の時代一中世の賀来地域一

古代、大分郡内には九郷が置かれたがｓ賀来地域はそのうちのひとつ阿南郷に所属した所である。

阿南郷は九郷のうち最大の郷域をもったもので、東は荏隈郷に接し、西は現挟間・庄内町域に広が

る。賀来地域は郷の東端、大分川の河流沿いに開けた沖積平野を占めて、荏隈郷に境するところに

位置する。

ここは大分郡内では最も早くから開かれ、弥生時代以来の生活痕が色濃く残されている地のひと

つである。律令時代には荏隈・笠和郷などと同じように条里地割が施され、豊かな生産の場を提供
えら

した。地区の南端に位置する国分には「好地」を択んで建立された豊後国分寺力f置かれた。賀来地

区は生産の好地ばかりでなく、大分川による水運に加えて、高坂駅（上野丘陵に位置した）と由布

駅（現由布院）を結ぶ、いわゆる太宰府官道が通過した古代交通の要地でもあった。豊後国荷との

距離も約三キロメートルと近い。賀来地域は、そうした「好地」であった。

賀来荘はこの好地に成立した由原宮（杵原八幡宮）領の荘園である。阿南郷の中から分出した荘

園であり、賀来地区を中心にして西は石城川・由布川地区、北は西大分の生石付近までを含み、ま

た賀来地区の対岸（大分川右岸）の小野津留までを荘域とする。

成立の経緯については詳細でないが、長徳四年（998）の由原宮の三十三年を一期とする宮社の

造替に際して、造替の「料所」とするために由原宮に寄進されたものと伝える。（｢賀来社大宮司平

経妙申状案｣)。しかし、史料上、荘名の「賀来御庄」が初見されるのは治承元年（1177）であり、

｢経妙申状案」にいう寄進の時期よりも約二世紀も下がってからである。このため、長徳四年成立

説にはいささかの疑義を差しはさまねばなるまい。一方、長寛二年（1164）の文書には、従来阿南

郷内に所在した由原宮の大般若修理料田一町について、これを「大般若修理田一丁在賀来」とする

記載がみえるようになり、「賀来」地名が初めて登場する。つまり、阿南郷から分出した形で賀来

が登場する訳である。加えて、鳥羽院政の頃（大治四年。1129-保元元年・1156)に由原宮大宮司

大神広房が勅勘を蒙って領家職を没収されたとする史料（前出「経妙申状案｣）とも併せ考えれば、

すでにこの十二世紀前半頃の時期に賀来荘の成立を求めたとしても大過ないものと思われる。

さて、弘安図田帳によれば賀来荘は次のように記載されている。

「賀来荘戴百三十町

本荘散百町領家一篠前左大将家室家

地頭職賀来五郎惟永法名願連

平丸名三拾町領家山法師備後僧郡幸秀地頭同前」

これから明らかなように、賀来荘は本荘２００町と平丸名３０町から成った荘園である。本荘は

ともかく、平丸名という名田については平丸保とも呼ばれるが、その成立の経緯については詳らか

－７７－



ではない。いずれにしろ地域有力者（私領主で平丸と称した人物か。「平丸郡司藤原貞助」なる人

物が確認される｡）の私領となっていた土地であろう。なお、平丸名は阿南郷に所在するという記

載史料もあることから、たぶん賀来荘と阿南郷の境付近に所在した名田と考えられよう･

賀来荘の「職」についてはどうであろうか。上記の図田帳では先ず、領家職について弘安八年

(1285)当時「一条前大将家室家｣、すなわち一条実経の室家・平成俊女であるものと思われる。本

荘の領家職はもともと、由原大宮司家の大神氏が相伝していたものであるが、前述のように大神広

房が鳥羽院の勅勘によって領家職を没収されたのに伴い、これ以後平家一門の手を経て一条実経に

相伝されてきたものである。つまり、由原大宮司の手から一旦離れた領家職は回復されることなく

中央貴族に相伝されていき、由原宮はこのため、さらに下級の職である預所職（あるいは雑掌）に

甘んじなければならなかった。しかし、足下にある荘園として、これから得られる経済的収益は大

きく、実質的な支配は由原宮がもっていた。

ところで、弘安図田帳によれば賀来荘の地頭職を所帯したのは本荘、平丸名ともに賀来五郎惟永

法名願連なる人物とする。これによって地頭職は在地領主たる賀来氏が掌握していたことが明白で

ある。この賀来氏はもともと豊後大神氏の流れを汲む佐伯氏の一族であって、後述のように中世に

は賀来荘を地盤に活動する。今次の発掘に確認された断面・梯形を呈する溝状遺構を伴う居館跡ら

しい遺構が、賀来氏とかかわるものであろうと推定されるのは当然である。

賀来氏が賀来荘と関係をもってくるのは、賀来氏の祖・佐伯惟家が当荘の下司職を取得したのに

始まり、次いで惟家にこれが相伝された後、三代の惟綱（法名頼阿あるいは順阿）の時になって貞

応三年（1224)に地頭に補されたという経緯をみることができる。この地頭補任の背景となったの

は、いうまでもなくこの三年前に起きた承久の乱であり、この乱に対する勲功の賞として地頭職を

手に入れることができたわけである。賀来氏は、いわゆる新補地頭として賀来荘内にその地位を得

たのである。こうして賀来荘では、賀来氏が地頭職を帯するようになって以来、在地領主としてそ

の力を強めていくことになる。このため、これまで実質支配を進めた由原宮との鋭い対立が起きる

ことは当然の成り行きであった。なお、賀来氏の居館については今回の溝状遺構に近接（300メー

トル位北）した所にある天満社の社地一帯と伝える地元の言い伝えがあり、この付近が賀来神社

（由原宮の関連社）の社地であることと合わせて、おそらく、居館の営まれた所であると推察して

よいであろう。

賀来氏が賀来荘の在地領主として活動した形跡についてはどうであろうか。結論からいえば、賀

来氏による賀来荘の侵略の動きこそ、賀来氏の勢力伸長の足跡といえる。賀来惟綱の時にそれまで

の下司職に代わって地頭職を得たこと－これが賀来氏の活動の原動力、つまり由原宮と対立する中

で在地領主権を強化拡充していく背景となるのである。

嘉禄二年（1226)、宝治二年（1248)の関東下知状は、賀来氏の侵略に耐えかねた由原宮がこれを

幕府に訴えたことに対する、幕府側の惟綱に対する下知を伝えた文書である。これによれば惟綱の

「非法」のあらましは次のようである。

（１）鬼丸（惟綱）は由原神人（賀来荘の荘民）の給田を奪って自分の所従に宛行い、神馬を押領

－７８－



して五月会を違乱した。

（２）最勝講田、仁王講田を押領して所従に宛行った。

（３）小野津留郷に加徴(年貢付加米)を賦課した。

（４）（課役賦課など）荘民を不安にずる行為をおこなった。

下知状はこれらの非法の停止を指令したもであるが、惟綱はほとんどこれを意に介さず、この後

も例えば、文永十一年(1274)蒙古来襲に際して、由原宮異国降伏祈祷を執行するための供料米を抑

留して祈祷が行えないという前代未聞の事態を引き起こしたり、また建治３年（1277）には多勢を

催して由原宮に乱入し、傷害事件を起こして神事を妨げるといった非法を繰り返している。

こうした非法は次の惟永にあってはいっそうひどく、神事の停滞や社殿の造替不可能、苅田狼籍

といった乱行が繰り返されて社務の執行に重大な支障を来たすようになる。こうした賀来氏の非法

も、賀来氏の側からすれば、在地領主権の拡大の指標に他ならなかった。

ところが、こうした非法の数々は南北朝期に入るとほとんどみられなくなってくる。その理由は

守護大名大友氏が由原宮に対する保護の動きをとるようになったことが関係している。すなわち、

大友氏は南北朝期になると戦勝祈願を始めとする由原宮崇敬の態度を強め、豊後一の宮としてこれ

を手厚く保護するようになっていった。この傾向は時代を追うごとに顕著になり、賀来氏はそうし

た大友氏の動きの中で、戦国大名化していく大友氏の家臣として臣従化していく。その中で十八代

大友親治の頃には賀来氏は由原宮大宮司職を務めるようになり、また、二十一代義鎮（宗麟）の代

になり宮師職をも手に入れて、由原宮の社務執行の両職（宮司・宮師）を独占することになる。な

お、賀来氏が荘園侵略を通じて獲得していった既得権は、この後も大友氏によってほぼ安堵され、

賀来氏の経済的基盤として維持されていった。また、由原宮の各種神事・仏事執行のための料田一

たとえば、経番田、正御供田、八幡御誕生会神事田など平安時代の免田に系譜する「宮師坊拘分」

の免田が文禄年間まで維持されていったことは、賀来荘と由原宮の深い歴史的結び付きを証するに

たるものである。

（秦政博）

－７９－



､Iどき

第Ⅶ章総

昭和55年、校舎の建てかえに伴う発掘調査によって弥生時代後期を中心とする環濠を有する集落
蝕畠１＞

遺跡の存在が明らかとなった。当時、大分市内では多武尾遺跡等に代表される台地上の遺跡に環濠

様の溝状遺構を具備した集落遺跡の存在は認知されていたが、低地の調査例は皆無であり、賀来中
ｌ注２）

学校遺跡の発見は低地集落の存在を実証するところとなり、後の下郡遺跡調査の契機となる。また、
ロ産３＞

大分市内において検出例の僅少であった埋葬跡を捕捉できたことは遺跡としての重要性をさらに倍

加することになった。以下には１次。２次調査で判明した集落様相所見と今後の周辺調査における

課題を提示しまとめとしたい。

弥生時代～古墳時代初頭

平成３年度の調査では、弥生時代後期の所産となる溝状遺構を検出し、遺跡範囲の把握に大きく

貢献することになったＣｌ次調査時に検出されている２本の溝状遺構の厳密な時期比定は出土遺物

の整理作業の完了をもっておこなうべきところであるが、本書に掲載した遺物ならびに遺存率の高

い遺物の様相を

みる限り、２号

溝については、

庄内式土器～布

留式土器の新段
愈彊４〕

階の諸特徴を具

備した謹形土器

(9)、小型丸底

壷の存在などか

らその下限は古

墳時代の初頭に

いたることは確

実視されるとこ

ろである。平成

３年度の調査で

は検出住居の中

にこの時期に近

接するもの(SH

O5.06）が存在

するものの、当

該期の溝状遺構

｢＝

～」

一戸|－

第66図賀来中学校遺跡遺構配置模式図（1/2000）
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は検出されていない。1次調査の１号溝に関しては、今回図化はおこなっていないものの、出土土

器の諸相が今回の調査の1号溝出土土器の諸相に酷似している。周辺地形の現況を考慮した場合、

両調査地点の溝状遺構が接続する可能性は高いと思われ、仮にこの想定を支持し、現存する地形的

なものを併慮すれば、最大で約３ｈａの環濠内居住域を確保することが可能となる。

次に１次調査時において検出された壷棺墓の時期比定をおこなうことにより埋葬跡と溝ならびに

集落との空間的位置関係について考える。検出された壷棺墓の上棺と下棺の組み合わせは壷×壷、

鉢×壷の２タイプに限られ、使用される鉢形土器は、いずれも第Ⅲ章での分類のⅡ類相当のものが

使用される。また、上棺ならびに下棺に転用される壷形土器は６号墓の下棺に焼成後穿孔を施した

Ib類壷形土器が使用される以外は胴部に２～３条の三角突帯を貼付するIa類壷形土器によって占め

られ、さらに時期比定のメルクマールとした底部形態についてみても壷底部Ｂ・Ｃ類に限られる。

したがってこれらは前章において時期の比定をおこなった１号溝（平成３年度調査）機能期間中に

造営されたものと推定され、同時併存の可能性を指摘できよう。分布に関しては、１次調査におけ

る各住居跡の帰属時期が明らかにならなければ明示することはできないが、形態の上で古相の要素

を有する円形住居跡と埋葬跡との切り合いが認められない点などからある程度の「墓域」形成の可

能性もまた指摘することができよう。

また、検出した埋葬跡はすべてその規模から小児用と判断され、当集落跡における成人用の埋葬

遺構の探索も今後の課題である。

以上の知見から次のような集落変遷が想定される。弥唯時代後期中葉～後葉のある時期に集落形

成が開始される。この時点ですでに集落外周には環濠（１号環濠）が造営され環濠内には小児用を

中心とする「墓域」が形成される。その後、後葉の新段階に１号環濠は遺棄されることになる。し
ｊ脈5)

かし、集落は途絶えることなく永続的に営まれていたと推定され、その後２号環濠が造られるが、

その所産時期は現段階では不明である。この２号環濠は規模も1号に比して大きく、内側には土塁

状の土盛りが築かれていたと考えられる。このように村内防備を強く意識した低地の村も古墳時代

初頭には２号環濠の終馬とともにその幕を閉じたのである。

遺跡名

１ 賀来中学校遺跡

２ 下郡遺跡

３ 多武尾遺跡

４ 北の崎遺跡

５ 米竹遺跡

６ 雄城台遺跡

７ 尼ヶ城遺跡

表１７大分市内における溝状遺構を有する集落遺跡一覧

標高

17ｍ

5ｍ

40ｍ

38ｍ

39ｍ

67ｍ

60ｍ

所在地

大分市大字賀来字l1IllH

大分市大字下郡

大分市大字横尾字下横尾

大分市大字葛木字北崎

大分市大字小池原字米竹

大分市大字玉沢字宮ノロ

大分市大字永 囲〆、

－８１－

溝形状

V字澗

V字溝

梯形洲

V字溝

V字淵

V字満

V字淵

溝種類 時期

環壕
Ⅲ｡Ⅳ～Ｖ期

(中葉･後葉～古墳時代初頭）

環濠 Ｖ期（古墳時代初頭）

環濠？ Ⅳ期（終末）

環濠 Ⅳ期（終末）

環濠 Ⅳ期（終末）

環濠 Ｖ期（古墳時代初頭）

条洲 V期（古墳時代初頭）



環濠と思われる溝状遺構を有する集落遺跡は市内各所に認められる。これらは弥生時代後期に限
ｉ唯６〕

定すればいずれも豊後における弥生後期編年のⅢ期を上限にＶ期（古墳時代初頭）の時期に営まれ

る。溝の規模に着目すると、賀来中学校遺跡で看取されたと同様にⅢ期→Ｖ期の時間的な経過に従

い巨大化していく傾向を窺い知ることができ、溝状遺構構築に至る契機の究明と併せて今後解明し

なければならない事象といえよう。

中世

本地域は中世．賀来氏の本貫地として知られ、古来よりその館の推定地とされてきたところである。

発掘調査における中世の所産となるものとして、昭和55年の一次調査では掘立柱建物跡．井戸跡を

検出し、平成３年度の調査では井戸跡．館に付随する堀様の満状遺構を確認した。溝状遺構は出土

遺物から14世紀後半～１５世紀後半の時期のものと推定され、賀来氏の推定出現年代（12世紀前後）

とは大きな隔たりが存在するものの、調査地の北方約200ｍにおいて古い様相を示す中世遺物の出土
ｌ瀧７〕

が確認されており、時間的な経過に伴う当地域内における館の移設・拡大等の想定を行うこと|こよ

り賀来氏関連の館存在の可能性は否定されるものではない。賀来氏に関しては文献の上においても細

部については不明な点が多く、今回の調査において考古資料からのアプローチへの手掛かりの一端を

見いだすことができた意義は大きいといえよう。今後の周辺調査の展開が期待される。

註l）「大分市多武尾適跡調査慨報」大分市教育委員会１９８２

注2）「下郡遺跡群」大分市下郡地区土地区画整理事業に伴う発掘調査慨報（１）1990大分市教育委員会

「下郡遺跡群」大分市下郡地区土地区画整理事業に伴う発掘調査慨報（２）１９９１大分市教育委員会

註3）「浜遺跡」大分県文化財調査報告轡第48輯１９８０大分県教育委員会

註4）奈良県立梱原考古学研究所付属博物館縞「三世紀の九州と近畿」河出替房新書１９８６

註5）平成３年度の調査において、１号櫛と切り合い関係を有する住居跡（ＳＨＯｌ）が確認されている。この住居跡内には

１号溝埋没時に使用されていた土器型式に近似する弧形土器を内包している。これは凪的なセリエーションにおける隣

接する２時期の土器型式（様式）の古段階の土器型式が新段階に道存した残存現象と理解され、１号溝が完全に埋没し

た後にほどなく当住居跡が構築されたことを示しており、溝埋没後も引き続き集落が営まれたことを示唆している。

注6）羽田野（玉永）光洋「東九州における弥生式土器研究Ｉ一安国寺式土器の再検討一」「古文化談謹」第５集ｌ９７８九州

古文化研究会

高橋徹「廃棄された鏡片一豊後における弥生時代の終潟」「古文化談叢」第６集１９７９九州古文化研究会

玉永光洋・吉田寛「大分県の弥生土器」「瀬戸内の弥生後期土器の縄年と地域性」古代学協会四国支部第四回大会資

料１９９０

注7）平成３年度大分県教育委員会が県道築造に際し発掘調査を実施。調在担当者綿貫俊一氏御教示

－８２－
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遺構検出状況（北方向から）

遺構完掘状況（北方向から）

図版１

1号溝(SDO1)遺物出土状況遠景
（西方向から）

1号溝(SDO1）遺物出土状況近景（南方向から）１号溝(SDO1）完掘状況（南方向から）
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図版２

2号溝(SDO2)遺物出土状況（137）

2号溝(SDO2)全景（南方向から）

1号溝(SDO1)調査状況（南東方向から）
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2号溝(SDO2)近景（南方向から）
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2号溝(SDO2)調査状況(南方向から）

1号溝(SDO1)遺物出土状況
（北方向から）
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昭和55年度１号溝(SDO1)近景（南東方向から）
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昭和55年度２号溝(ＳＤＯ２)遺物出土状況（近景）
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昭和55年度３号壷棺墓(K-03）
内部検出状況①
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昭和55年度３号壷棺墓(K-03)検出状況
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昭和55年度６号壷棺墓(K-06）
検出状況②
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1号溝(SDO1)出土遺物(2)
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1号溝(SDO1）出土遺物(3)
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